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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トラフィックアグリゲーションを使用するワイヤレスネットワークにおける通信をスケ
ジュールするための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）が、第１の接続を介して第１のワイヤレスネットワークにアクセス
するために、第１のＲＡＴを使用して第１のアクセスポイントと通信することと、
　前記ＵＥが、第２の接続を介して第２のワイヤレスネットワークにアクセスするために
、第２のＲＡＴを使用して第２のアクセスポイントと通信することと、ここにおいて、前
記第２のＲＡＴは日和見的通信をサポートし、前記第２のアクセスポイントと通信するこ
とは、前記第１のアクセスポイントが、前記ＵＥが前記第１のアクセスポイントおよび前
記第２のアクセスポイントの両方と通信するためのトラフィックアグリゲーションを構成
することに少なくとも基づく、
　前記トラフィックアグリゲーションが構成された後に、前記ＵＥが、前記第１のアクセ
スポイントから、前記ＵＥが前記第２の接続を介した前記第２のアクセスポイントとの通
信をスケジュールするためのリソースを決定することに関連する１つまたは複数のパラメ
ータを受信することと、ここにおいて、前記１つまたは複数のパラメータは、前記第２の
接続を介して、および前記第２のＲＡＴに基づいて前記通信をスケジュールすることに関
連する、前記１つまたは複数のパラメータを受信することが、前記第２のアクセスポイン
トとの通信をスケジュールするための前記リソースを決定することにおいて前記１つまた
は複数のパラメータを使用するための、開始時間、停止時間、持続時間、または間隔のう
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ちの少なくとも１つを指定する１つまたは複数の有効化パラメータを受信することを備え
る、
　前記ＵＥが前記１つまたは複数のパラメータに少なくとも基づいて前記リソースを決定
することによって、前記第１のアクセスポイントとの前記トラフィックアグリゲーション
において、前記第２のアクセスポイントとの前記通信を構成することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第２のアクセスポイントと通信するための最
大パケットサイズを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第２のアクセスポイントと通信するためのパ
ケットサイズを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のアクセスポイントにバッファステータス報告を送信することをさらに備え、
ここにおいて、前記１つまたは複数のパラメータは、前記第２のアクセスポイントとの通
信を構成することにおいて使用される、前記バッファステータス報告と前記第１のアクセ
スポイントと通信するために受信されたリソース許可との間の差分を含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
　前記１つまたは複数のパラメータが、持続時間の間、前記第２のアクセスポイントと通
信するためのターゲットまたは最大スループットを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記ターゲットまたは最大スループットを達成す
るための前記リソースを計算するための１つまたは複数の追加のパラメータを含み、ここ
において、前記第２のアクセスポイントとの通信を構成することが、前記リソースに少な
くとも基づく、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第１のアクセスポイントと通信するために受
信されたリソース許可のリソースと、前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュー
ルするためのリソースとの間の比を含み、ここにおいて、前記第２のアクセスポイントと
の通信を構成することが、前記リソース許可のリソースに前記比を適用することに少なく
とも基づいて前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュールするための前記リソー
スを決定することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第１のアクセスポイントと通信することにお
ける決定されたスループットレートと、前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュ
ールするためのスループットレートとの間の比を含み、ここにおいて、前記第２のアクセ
スポイントとの通信を構成することが、前記第１のアクセスポイントと通信することにお
ける前記スループットレートに前記比を適用することに少なくとも基づいて前記第２のア
クセスポイントとの通信をスケジュールするための前記スループットレートを決定するこ
とを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第２のアクセスポイントと通信するためのバ
ッファデータの比を含み、ここにおいて、前記第２のアクセスポイントとの通信を構成す
ることが、前記第１のワイヤレスネットワークにおいて通信するためのバッファ中のデー
タの量に前記比を適用することに少なくとも基づいて前記リソースを決定することを備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のアクセスポイントに、ある量のリソースを使用して前記第２のアクセスポイ
ントと通信するための要求を送信することをさらに備え、ここにおいて、前記１つまたは
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複数のパラメータが、前記要求に対する応答を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数のパラメータが、１つまたは複数のコンポーネントキャリア、１つ
または複数の論理チャネル、または１つまたは複数の論理チャネルグループを介して前記
第２のアクセスポイントと通信することに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のＲＡＴが、ワイヤレスワイドエリアネットワーク技術であり、前記第２のＲ
ＡＴが、ワイヤレスローカルエリアネットワーク技術である、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のアクセスポイントと通信することに関するフィードバック情報を前記第１の
アクセスポイントに送信することをさらに備え、ここにおいて、前記１つまたは複数のパ
ラメータが、前記フィードバック情報に少なくとも基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記フィードバック情報が、前記第２のアクセスポイントとのチャネル状態、変調およ
びコーディング方式、データレート、またはチャネル干渉の測度のうちの少なくとも１つ
を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第２のアクセスポイントと通信することが、前記トラフィックアグリゲーションを
実施するために、前記第２のワイヤレスネットワークを介して前記第１のワイヤレスネッ
トワークにアクセスすることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　トラフィックアグリゲーションを使用するワイヤレスネットワークにおける通信をスケ
ジュールするための装置であって、
　１つまたは複数のアクセスポイントと１つまたは複数の信号を通信するためのトランシ
ーバと、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、ここにおいて、前記少なくと
も１つのプロセッサは、
　　前記トランシーバを介して、第１のワイヤレスネットワークにアクセスするために、
第１の接続を介して第１のＲＡＴを使用して第１のアクセスポイントと通信することと、
　　前記トランシーバを介して、第２のワイヤレスネットワークにアクセスするために、
第２の接続を介して第２のＲＡＴを使用して第２のアクセスポイントと通信することと、
ここにおいて、前記第２の接続は、前記第１のアクセスポイントによって前記第１の接続
とのトラフィックアグリゲーションを実施するように構成され、前記第２のＲＡＴは日和
見的通信をサポートする、
　　前記トラフィックアグリゲーションが構成された後に、前記トランシーバを介して、
前記第１のアクセスポイントから、前記第２の接続を介した前記第２のアクセスポイント
と、前記トランシーバを介して、通信するための通信をスケジュールするためのリソース
を決定することに関連する１つまたは複数のパラメータを受信することと、ここにおいて
、前記１つまたは複数のパラメータは、前記第２の接続を介して、および前記第２のＲＡ
Ｔに基づいて前記通信をスケジュールすることに関連し、前記１つまたは複数のパラメー
タを受信することが、前記第２のアクセスポイントと通信するための通信をスケジュール
するための前記リソースを決定することにおいて前記１つまたは複数のパラメータを使用
するための、開始時間、停止時間、持続時間、または間隔のうちの少なくとも１つを指定
する１つまたは複数の有効化パラメータを受信することを備える、
　　前記トランシーバを介して、および前記１つまたは複数のパラメータに少なくとも基
づいて前記リソースを決定することによって、前記第１のアクセスポイントとの前記トラ
フィックアグリゲーションにおいて、前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュー
ルすることと
　を行うように構成された、
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　を備える、装置。
【請求項１７】
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第２のアクセスポイントと通信するための最
大パケットサイズまたはパケットサイズを含む、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第１のアクセスポイントにバッファステータ
ス報告を送信するようにさらに構成され、ここにおいて、前記１つまたは複数のパラメー
タは、前記第２のアクセスポイントとの通信を構成することにおいて使用される、前記バ
ッファステータス報告と前記第１のアクセスポイントと通信するために受信されたリソー
ス許可との間の差分を含む、請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記１つまたは複数のパラメータが、持続時間の間、前記第２のアクセスポイントと通
信するためのターゲットまたは最大スループットを含む、請求項１６に記載の装置。
【請求項２０】
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第１のアクセスポイントと通信するために受
信されたリソース許可のリソースと、前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュー
ルするためのリソースとの間の比を含み、ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッ
サが、前記リソース許可のリソースに前記比を適用することに少なくとも基づいて前記第
２のアクセスポイントとの通信をスケジュールするための前記リソースを決定することに
よって前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュールするように構成された、請求
項１６に記載の装置。
【請求項２１】
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第１のアクセスポイントと通信することにお
ける決定されたスループットレートと、前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュ
ールするためのスループットレートとの間の比を含み、ここにおいて、前記少なくとも１
つのプロセッサが、前記第１のアクセスポイントと通信することにおける前記スループッ
トレートに前記比を適用することに少なくとも基づいて前記第２のアクセスポイントとの
通信をスケジュールするための前記リソースを決定することによって前記第２のアクセス
ポイントとの通信をスケジュールするように構成された、請求項１６に記載の装置。
【請求項２２】
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第２のアクセスポイントと通信するためのバ
ッファデータの比を含み、ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第１
のワイヤレスネットワークにおいて通信するためのバッファ中のデータの量に前記比を適
用するように構成された、請求項１６に記載の装置。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第１のアクセスポイントに、ある量のリソー
スを使用して前記第２のアクセスポイントと通信するための要求を送信するようにさらに
構成され、前記１つまたは複数のパラメータが、前記要求に対する応答を含む、請求項１
６に記載の装置。
【請求項２４】
　前記１つまたは複数のパラメータが、１つまたは複数のコンポーネントキャリア、１つ
または複数の論理チャネル、または１つまたは複数の論理チャネルグループを介して前記
第２のアクセスポイントと通信することに対応する、請求項１６に記載の装置。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第２のアクセスポイントと通信することに関
するフィードバック情報を前記第１のアクセスポイントに送信するようにさらに構成され
、ここにおいて、前記１つまたは複数のパラメータが、前記フィードバック情報に少なく
とも基づく、請求項１６に記載の装置。
【請求項２６】
　トラフィックアグリゲーションを使用するワイヤレスネットワークにおける通信をスケ
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ジュールするための装置であって、
　第１のワイヤレスネットワークにアクセスするために、第１の接続を介して第１のＲＡ
Ｔを使用して第１のアクセスポイントと通信することと、第２のワイヤレスネットワーク
にアクセスするために、第２の接続を介して第２のＲＡＴを使用して第２のアクセスポイ
ントと通信することとを行うための手段と、ここにおいて、前記第２の接続は、前記第１
のアクセスポイントによって前記第１の接続とのトラフィックアグリゲーションを実施す
るように構成され、前記第２のＲＡＴは日和見的通信をサポートする、
　前記トラフィックアグリゲーションが構成された後に、前記通信するための手段を介し
て、前記第１のアクセスポイントから、前記第２の接続を介した前記第２のアクセスポイ
ントと、前記通信するための手段を介して、通信するための通信をスケジュールするため
のリソースを決定することに関連する１つまたは複数のパラメータを受信するための手段
と、ここにおいて、前記１つまたは複数のパラメータは、前記第２の接続を介して、およ
び前記第２のＲＡＴに基づいて前記通信をスケジュールすることに関連し、前記１つまた
は複数のパラメータを受信するための手段が、前記第２のアクセスポイントと通信するた
めの通信をスケジュールするための前記リソースを決定することにおいて前記１つまたは
複数のパラメータを使用するための、開始時間、停止時間、持続時間、または間隔のうち
の少なくとも１つを指定する１つまたは複数の有効化パラメータを受信するための手段を
備える、
　前記通信するための手段を介して、および前記１つまたは複数のパラメータに少なくと
も基づいて前記リソースを決定することによって、前記第１のアクセスポイントとの前記
トラフィックアグリゲーションにおいて、前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジ
ュールするための手段と
　を備える、装置。
【請求項２７】
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第２のアクセスポイントと通信するための最
大パケットサイズまたはパケットサイズを含む、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　トラフィックアグリゲーションを使用するワイヤレスネットワークにおける通信をスケ
ジュールするためのコンピュータ実行可能コードを備える非一時的コンピュータ可読記憶
媒体であって、前記コードは、
　少なくとも１つのコンピュータに、ユーザ機器（ＵＥ）が、第１のワイヤレスネットワ
ークにアクセスするために、第１の接続を介して第１のＲＡＴを使用して第１のアクセス
ポイントと通信することと、前記ＵＥが、第２のワイヤレスネットワークにアクセスする
ために、第２の接続を介して第２のＲＡＴを使用して第２のアクセスポイントと通信する
こととを行わせるためのコードと、ここにおいて、前記第２の接続は、前記第１のアクセ
スポイントによって前記第１の接続とのトラフィックアグリゲーションを実施するように
構成され、前記第２のＲＡＴは日和見的通信をサポートする、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記トラフィックアグリゲーションが構成され
た後に、前記ＵＥが、前記第１のアクセスポイントから、前記ＵＥが前記第２の接続を介
した前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュールするためのリソースを決定する
ことに関連する１つまたは複数のパラメータを受信させるためのコードと、ここにおいて
、前記１つまたは複数のパラメータは、前記第２の接続を介して、および前記第２のＲＡ
Ｔに基づいて前記通信をスケジュールすることに関連し、前記少なくとも１つのコンピュ
ータに、前記１つまたは複数のパラメータを受信させるためのコードが、前記少なくとも
１つのコンピュータに、前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュールするための
前記リソースを決定することにおいて前記１つまたは複数のパラメータを使用するための
、開始時間、停止時間、持続時間、または間隔のうちの少なくとも１つを指定する１つま
たは複数の有効化パラメータを受信させるためのコードを備える、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記ＵＥが前記１つまたは複数のパラメータに
少なくとも基づいて前記リソースを決定することによって、前記第１のアクセスポイント
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との前記トラフィックアグリゲーションにおいて、前記第２のアクセスポイントとの通信
をスケジュールさせるためのコードと
　を備える、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権の主張
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、その全体が参照により本明細書に明
確に組み込まれる、２０１５年５月２０日に出願された「TECHNIQUES FOR SCHEDULING CO
MMUNICATIONS IN WIRELESS NETWORKS WITH TRAFFIC AGGREGATION」と題する非仮出願第１
４／７１７，８５９号、および２０１４年８月１日に出願された「TECHNIQUES FOR SCHED
ULING COMMUNICATIONS IN WIRELESS NETWORKS WITH TRAFFIC AGGREGATION」と題する仮出
願第６２／０３１，９８８号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、トラフィックアグ
リゲーションを用いたワイヤレスネットワークにおける通信をスケジュールするための技
法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。その
ような多元接続ネットワークの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワ
ーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信を
サポートすることができるいくつかの基地局（たとえば、ｅノードＢ）を含み得る。ＵＥ
は、ダウンリンクおよびアップリンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（また
は順方向リンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向
リンク）はＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]さらに、ＵＥは、米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１（ＷｉＦｉ
（登録商標））などのワイヤレス通信技術を使用して、１つまたは複数のホットスポット
にアクセスすることによって、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）にお
いて通信するように装備され得る。この点について、ＵＥは、１つまたは複数のＷＬＡＮ
の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）とともにワイヤレスワイドエリアネットワーク（
ＷＷＡＮ）のＲＡＮ（たとえば、セルラーネットワーク）と通信することができる。ＵＥ
は、ＷＷＡＮのＲＡＮと通信するために動作可能なトランシーバ（たとえば、ロングター
ムエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））、ユニバーサルテレコミュニケーションズモ
バイルシステム（ＵＭＴＳ）、または同様のトランシーバ）と、ＷＬＡＮのＲＡＮと通信
するために動作可能な別のトランシーバ（たとえば、ＷｉＦｉトランシーバ）とを含み得
る。ＵＥは、両方のＲＡＮ（たとえば、ＷＷＡＮおよびＷＬＡＮ）と通信するために動作
可能な単一のトランシーバを追加または代替として含み得る。いずれの場合も、ＵＥは、
１つまたは複数のネットワークノードへの同時アクセスを与えるために、ＷＷＡＮからＷ
ＬＡＮへのトラフィック、またはその逆のトラフィックをオフロードするなどのために、
ＲＡＮレイヤにおいて（たとえば、「ＲＡＮアグリゲーション」としても知られる、メデ
ィアアクセス制御（ＭＡＣ）、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）
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または同様のレイヤにおいて）ＷＷＡＮ接続およびＷＬＡＮ接続を介した通信をアグリゲ
ートすることができる。
【０００６】
　[0006]ＲＡＮアグリゲーションの現在の実装形態では、アンカーノード（たとえば、Ｗ
ＷＡＮにおける発展型ノードＢ（ｅＮＢ））は、所与のＵＥのためにＷＷＡＮ接続および
ＷＬＡＮ接続を介したダウンリンク通信をスケジュールする。しかしながら、アップリン
ク通信の場合、ＷＬＡＮを介した送信は、一般にスケジュールされず、ＵＥによって日和
見的に行われる。これは、（たとえば、パケットが、ＷＬＡＮ接続を介して順序が狂って
受信されるか、またはさもなければ、ＷＬＡＮ接続を介したパケットの送信における遅延
またはプリエンプティブ送信により、予想される受信ウィンドウ内に受信されない場合）
ＷＬＡＮ接続を介したＲＡＮアグリゲーションを実施するＷＷＡＮにおける同期に影響を
及ぼし得る。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]本開示の態様は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、トラフィック
アグリゲーションを用いたワイヤレスネットワークにおける通信をスケジュールするため
の技法に関する。たとえば、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）接続を
介した無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）アグリゲーションにおける、ワイヤレスデバ
イスとアクセスポイントとの間の通信をスケジュールするための技法について、本明細書
で説明する。
【０００８】
　[0008]一態様によれば、ワイヤレスデバイス（たとえば、ユーザ機器（ＵＥ））は、異
なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）および／またはネットワークアーキテクチャを使用して
、複数のＲＡＮ中のアクセスポイントと通信し得る。たとえば、ワイヤレスデバイスは、
１つまたは複数のネットワークにアクセスするために、ワイヤレスワイドエリアネットワ
ーク（ＷＷＡＮ）またはセルラーネットワークのためのＲＡＮの発展型ノードＢまたは他
の構成要素、ＷＬＡＮのためのＲＡＮのアクセスポイントまたは同様の構成要素などと通
信し得る。一例では、ＵＥは、第１のアクセスポイントをもつ第１のＲＡＴを使用するこ
とによって、第１のネットワーク（たとえば、ＷＷＡＮ）にアクセスし、第２のアクセス
ポイントをもつ第２のＲＡＴを使用することによって、第２のネットワーク（たとえば、
ＷＬＡＮ）にアクセスするためのトラフィックアグリゲーション（たとえば、ＲＡＮアグ
リゲーション）を実施し得、ここで、第２のアクセスポイントは、第１のネットワークへ
のＵＥのためのトラフィックアグリゲーションを行うために、第１のアクセスポイントと
通信する。第１のアクセスポイントと第２のアクセスポイントとは、ＲＡＮの一部である
か、または異なるＲＡＮであり得る。この構成は、第１のネットワークおよび／または第
２のネットワークとの改善された接続性を可能にする。ＵＥによる、第２のネットワーク
の第２のアクセスポイントとの通信は、第１のネットワークの第１のアクセスポイントに
よって通信される１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいてスケジュー
ルされ得る。
【０００９】
　[0009]一例では、トラフィックアグリゲーションを使用するワイヤレスネットワークに
おける通信をスケジュールするための方法が提供される。本方法は、第１のワイヤレスネ
ットワークにアクセスするために、第１のＲＡＴを使用して第１のアクセスポイントと通
信することと、第２のワイヤレスネットワークにアクセスするために、第２のＲＡＴを使
用して第２のアクセスポイントと通信することと、第１のアクセスポイントから、第２の
アクセスポイントとの通信をスケジュールするための１つまたは複数のパラメータを受信
することと、１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいて、第２のアクセ
スポイントとの通信を構成することとを含む。本方法はまた、ここにおいて、１つまたは
複数のパラメータが、第２のアクセスポイントと通信するための最大パケットサイズを含
む、を含み得る。本方法は、ここにおいて、１つまたは複数のパラメータが、第２のアク
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セスポイントと通信するためのパケットサイズを含む、をさらに含み得る。その上、本方
法は、第１のアクセスポイントにバッファステータス報告を送信することを含み得、ここ
において、１つまたは複数のパラメータは、バッファステータス報告と、第１のアクセス
ポイントと通信するために受信されたリソース許可との間の差分が、第２のアクセスポイ
ントとの通信を構成することにおいて使用されることを示す。本方法はまた、ここにおい
て、１つまたは複数のパラメータが、持続時間の間、第２のアクセスポイントと通信する
ためのターゲットまたは最大スループットを含む、を含み得る。また、本方法は、ここに
おいて、１つまたは複数のパラメータが、ターゲットまたは最大スループットを達成する
ためのリソースを計算するための１つまたは複数の追加のパラメータを含み、ここにおい
て、第２のアクセスポイントとの通信を構成することが、リソースに少なくとも部分的に
基づく、を含み得る。
【００１０】
　[0010]本方法はまた、ここにおいて、１つまたは複数のパラメータが、第１のアクセス
ポイントと通信するために受信されたリソース許可のリソースと、第２のアクセスポイン
トとの通信をスケジュールするためのリソースとの間の比を含み、ここにおいて、第２の
アクセスポイントとの通信を構成することが、リソース許可のリソースに比を適用するこ
とに少なくとも部分的に基づく、を含み得る。さらに、本方法は、ここにおいて、１つま
たは複数のパラメータが、第１のアクセスポイントと通信することにおける決定されたス
ループットレートと、第２のアクセスポイントとの通信をスケジュールするためのスルー
プットレートとの間の比を含み、ここにおいて、第２のアクセスポイントとの通信を構成
することが、第１のアクセスポイントと通信することにおけるスループットレートに比を
適用することに少なくとも部分的に基づく、を含み得る。本方法はまた、ここにおいて、
１つまたは複数のパラメータが、第２のアクセスポイントと通信するためのバッファデー
タの比を含み、ここにおいて、第２のアクセスポイントとの通信を構成することが、第１
のワイヤレスネットワークにおいて通信するためのバッファ中のデータの量に比を適用す
ることを備える、を含み得る。さらに、本方法は、第１のアクセスポイントに、リソース
の量を使用して第２のアクセスポイントと通信するための要求を送信することを含み得、
ここにおいて、１つまたは複数のパラメータが、要求に対する応答を含む。本方法はまた
、ここにおいて、１つまたは複数のパラメータが、１つまたは複数のコンポーネントキャ
リア、１つまたは複数の論理チャネル、または１つまたは複数の論理チャネルグループを
介して第２のアクセスポイントと通信することに対応する、を含み得る。本方法はまた、
ここにおいて、第１のＲＡＴが、ワイヤレスワイドエリアネットワーク技術であり、第２
のＲＡＴが、ワイヤレスローカルエリアネットワーク技術である、を含み得る。
【００１１】
　[0011]本方法は、第２のアクセスポイントと通信することに関するフィードバック情報
を第１のアクセスポイントに送信することをさらに含み得、ここにおいて、１つまたは複
数のパラメータが、フィードバック情報に少なくとも部分的に基づく。本方法はまた、こ
こにおいて、フィードバック情報が、第２のアクセスポイントとのチャネル状態、変調お
よびコーディング方式、データレート、またはチャネル干渉の測度のうちの少なくとも１
つを含む、を含み得る。さらに、本方法は、ここにおいて、１つまたは複数のパラメータ
を受信することが、第２のアクセスポイントとの通信を構成することにおいて１つまたは
複数のパラメータを使用するための、開始時間、停止時間、持続時間、または間隔のうち
の少なくとも１つを指定する１つまたは複数の有効化パラメータを受信することを備える
、を含み得る。さらに、本方法は、ここにおいて、第２のアクセスポイントと通信するこ
とが、トラフィックアグリゲーションを実施するために、第２のワイヤレスネットワーク
を介して第１のワイヤレスネットワークにアクセスすることを備える、を含み得る。
【００１２】
　[0012]別の例では、トラフィックアグリゲーションを使用するワイヤレスネットワーク
における通信をスケジュールするための装置が提供される。本装置は、第１のワイヤレス
ネットワークにアクセスするために、第１の接続を介して第１のＲＡＴを使用して第１の
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アクセスポイントと通信することと、第２の接続を介して第２のＲＡＴを使用して第２の
アクセスポイントと通信することとを行うように構成された通信構成要素と、ここにおい
て、第２の接続が、第１の接続とのトラフィックアグリゲーションを実施するように第１
のアクセスポイントによって構成され、第１のアクセスポイントから、第２のアクセスポ
イントとの通信をスケジュールするための１つまたは複数のパラメータを受信するように
構成されたスケジューリングパラメータ受信構成要素と、１つまたは複数のパラメータに
少なくとも部分的に基づいて、第２のアクセスポイントとの通信をスケジュールするよう
に構成された通信スケジューリング構成要素とを含む。
【００１３】
　[0013]本装置は、ここにおいて、１つまたは複数のパラメータが、第２のアクセスポイ
ントと通信するための最大パケットサイズまたはパケットサイズを含む、をさらに含み得
る。また、本装置は、ここにおいて、通信構成要素が、第１のアクセスポイントにバッフ
ァステータス報告を送信するようにさらに構成され、ここにおいて、１つまたは複数のパ
ラメータは、バッファステータス報告と、第１のアクセスポイントと通信するために受信
されたリソース許可との間の差分が、第２のアクセスポイントとの通信を構成することに
おいて使用されることを示す、を含み得る。本装置はまた、ここにおいて、１つまたは複
数のパラメータが、持続時間の間、第２のアクセスポイントと通信するためのターゲット
または最大スループットを含む、を含み得る。さらに、本装置は、ここにおいて、１つま
たは複数のパラメータが、第１のアクセスポイントと通信するために受信されたリソース
許可のリソースと、第２のアクセスポイントとの通信をスケジュールするためのリソース
との間の比を含み、ここにおいて、通信スケジューリング構成要素が、リソース許可のリ
ソースに比を適用することに少なくとも部分的に基づいて、第２のアクセスポイントとの
通信を構成するように構成された、を含み得る。本装置はまた、ここにおいて、１つまた
は複数のパラメータが、第１のアクセスポイントと通信することにおける決定されたスル
ープットレートと、第２のアクセスポイントとの通信をスケジュールするためのスループ
ットレートとの間の比を含み、ここにおいて、通信スケジューリング構成要素が、第１の
アクセスポイントと通信することにおけるスループットレートに比を適用することに少な
くとも部分的に基づいて、第２のアクセスポイントとの通信を構成するように構成された
、を含み得る。
【００１４】
　[0014]本装置は、ここにおいて、１つまたは複数のパラメータが、第２のアクセスポイ
ントと通信するためのバッファデータの比を含み、ここにおいて、通信スケジューリング
構成要素が、第１のワイヤレスネットワークにおいて通信するためのバッファ中のデータ
の量に比を適用するように構成された、をさらに含み得る。さらに、本装置は、第１のア
クセスポイントに、リソースの量を使用して第２のアクセスポイントと通信するための要
求を送信するように構成されたスケジューリングパラメータ要求構成要素を含み得、ここ
において、１つまたは複数のパラメータが、要求に対する応答を含む。本装置はまた、こ
こにおいて、１つまたは複数のパラメータが、１つまたは複数のコンポーネントキャリア
、１つまたは複数の論理チャネル、または１つまたは複数の論理チャネルグループを介し
て第２のアクセスポイントと通信することに対応する、を含み得る。その上、本装置は、
ここにおいて、通信構成要素が、第２のアクセスポイントと通信することに関するフィー
ドバック情報を第１のアクセスポイントに送信するようにさらに構成され、ここにおいて
、１つまたは複数のパラメータが、フィードバック情報に少なくとも部分的に基づく、を
含み得る。本装置はまた、ここにおいて、通信構成要素が、第２のアクセスポイントとの
通信を構成することにおいて１つまたは複数のパラメータを使用するための、開始時間、
停止時間、持続時間、または間隔のうちの少なくとも１つを指定する１つまたは複数の有
効化パラメータを受信するように構成された、を含み得る。
【００１５】
　[0015]別の例では、トラフィックアグリゲーションを使用するワイヤレスネットワーク
における通信をスケジュールするための装置が提供される。本装置は、第１のワイヤレス
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ネットワークにアクセスするために、第１の接続を介して第１のＲＡＴを使用して第１の
アクセスポイントと通信することと、第２の接続を介して第２のＲＡＴを使用して第２の
アクセスポイントと通信することとを行うための手段と、ここにおいて、第２の接続が、
第１の接続とのトラフィックアグリゲーションを実施するように第１のアクセスポイント
によって構成され、第１のアクセスポイントから、第２のアクセスポイントとの通信をス
ケジュールするための１つまたは複数のパラメータを受信するための手段と、１つまたは
複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいて、第２のアクセスポイントとの通信をス
ケジュールするための手段とを含み得る。本装置はまた、ここにおいて、１つまたは複数
のパラメータが、第２のアクセスポイントと通信するための最大パケットサイズまたはパ
ケットサイズを含む、を含み得る。
【００１６】
　[0016]さらに別の例では、トラフィックアグリゲーションを使用するワイヤレスネット
ワークにおける通信をスケジュールするためのコンピュータ実行可能コードを備えるコン
ピュータ可読記憶媒体が提供される。コードは、少なくとも１つのコンピュータに、第１
のワイヤレスネットワークにアクセスするために、第１の接続を介して第１のＲＡＴを使
用して第１のアクセスポイントと通信することと、第２の接続を介して第２のＲＡＴを使
用して第２のアクセスポイントと通信することとを行わせるためのコードと、ここにおい
て、第２の接続が、第１の接続とのトラフィックアグリゲーションを実施するように第１
のアクセスポイントによって構成され、少なくとも１つのコンピュータに、第１のアクセ
スポイントから、第２のアクセスポイントとの通信をスケジュールするための１つまたは
複数のパラメータを受信させるためのコードと、少なくとも１つのコンピュータに、１つ
または複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいて、第２のアクセスポイントとの通
信をスケジュールさせるためのコードとを含む。
【００１７】
　[0017]本開示の様々な態様および特徴について、添付の図面において示されるように、
それの様々な例を参照しながら以下でさらに詳細に説明する。本開示について様々な例を
参照しながら以下で説明するが、本開示はそれに制限されないことを理解されたい。本明
細書の教示へのアクセスを有する当業者は、追加の実装形態、変更形態、および例、なら
びに本明細書で説明する本開示の範囲内に入り、それに関して本開示が著しく有用であり
得る他の使用分野を認識されよう。
【００１８】
　[0018]本開示のより完全な理解を可能にするために、次に添付の図面を参照し、そこに
おいて、同様の数字を用いて同様の要素が参照される。これらの図面は、本明細書で説明
する本開示を限定するものとして解釈されるべきではなく、例示的なものにすぎない。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】[0019]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの一例を概念的に示
すブロック図。
【図２】[0020]本開示の様々な態様に従って構成されたｅノードＢおよびＵＥの一例を概
念的に示すブロック図。
【図３】[0021]本開示の様々な態様による、ＵＥにおける無線アクセス技術のアグリゲー
ションを概念的に示すブロック図。
【図４】[0022]本開示の様々な態様による、ＵＥとＰＤＮとの間のデータ経路の一例を概
念的に示すブロック図。
【図５】[0023]本開示の様々な態様に従って構成されたそれぞれの構成要素とともに、Ｕ
ＥおよびｅノードＢの一例を概念的に示すブロック図。
【図６】[0024]本開示の様々な態様による、通信をスケジュールするための方法を示すフ
ローチャート。
【図７】[0025]本開示の様々な態様による、通信をスケジュールするための方法を示すフ
ローチャート。
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【図８】[0026]本開示の様々な態様に従って構成された処理システムを採用する装置のた
めの例示的なハードウェア実装形態を概念的に示すブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　[0027]添付の図面に関して以下に記載する発明を実施するための形態は、様々な構成を
説明するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものでは
ない。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳
細を含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業
者には明らかであろう。いくつかの事例では、そのような概念を不明瞭にしないように、
よく知られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００２１】
　[0028]トラフィックアグリゲーションを用いたワイヤレスネットワークにおける通信を
スケジュールするための様々な技法について説明され得る。たとえば、ワイヤレスデバイ
ス（たとえば、ユーザ機器（ＵＥ））は、第１のワイヤレスネットワークにアクセスする
ために、第１のＲＡＴを使用して第１のアクセスポイントと通信することができ、第２の
ワイヤレスネットワークにアクセスするために、第２のＲＡＴを使用して第２のアクセス
ポイントと通信することができる。第２のネットワークの第２のアクセスポイントは、第
１のアクセスポイントを介して第１のネットワークへのトラフィックアグリゲーションを
与えるように構成され得る。トラフィックアグリゲーションは、本明細書で説明するよう
に、単一のワイヤレスネットワークにアクセスするために、第１のアクセスポイントとの
１つまたは複数の接続と、第２のアクセスポイントとの１つまたは複数の接続とを利用す
ることを含むことができる。トラフィックアグリゲーションの一例では、第２のアクセス
ポイントは、第１のワイヤレスネットワークが第１のアクセスポイントと第２のアクセス
ポイントとからのアグリゲートされた通信を受信するように、ＵＥから受信されたデータ
を、第１のアクセスポイントまたはさもなければ第１のアクセスポイントに関係する第１
のワイヤレスネットワークにフォワーディングするか、またはさもなければ通信すること
ができる。したがって、ＵＥは、通信のために利用されるバンド幅を増加させるために、
２つのトランシーバを使用して送信ダイバーシティを与えるなどのために、（たとえば、
第１のアクセスポイントと第２のアクセスポイントとのそれぞれの接続を介して）第１の
ワイヤレスネットワークにデータを通信するために、２つの接続および場合によっては２
つのトランシーバを利用することができる。同様に、トラフィックアグリゲーションの一
例では、第２のアクセスポイントは、ＵＥが第１のアクセスポイントと第２のアクセスポ
イントとを介して第１のワイヤレスネットワークからのアグリゲートされた通信を受信す
るように、第１のアクセスポイントまたはさもなければ第１のネットワークから受信され
たデータをＵＥにフォワーディングするか、またはさもなければ通信することができる。
【００２２】
　[0029]たとえば、トラフィックアグリゲーションは、第１のアクセスポイントとは異な
る無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）の一部であり得る第２のアクセスポイントが、Ｒ
ＡＮレイヤにおいて、第１のアクセスポイントとともに、第１のネットワークとワイヤレ
スデバイスとの間の通信を可能にすることができるような、「ＲＡＮアグリゲーション」
と呼ばれることもある。この点について、ワイヤレスデバイスは、第１のアクセスポイン
トと第２のアクセスポイントとによって与えられたＲＡＮにおいて、それぞれ、第１のＲ
ＡＴと第２のＲＡＴとを使用して、第１のアクセスポイントと第２のアクセスポイントと
に接続することができるが、第１のワイヤレスネットワークにアクセスするためにそうす
ることができる。この点について、ワイヤレスデバイスは、トラフィックアグリゲーショ
ンを達成するために、第２のＲＡＴを使用して第２のアクセスポイントを介して通信を管
理するためのパラメータを第１のアクセスポイントによってプロビジョニングされ得る。
いくつかの例では、ＲＡＮアグリゲーションは、無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤにおい
て、またはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤにおいて与え
られ得る。さらに、第１のアクセスポイントと第２のアクセスポイントとは、コロケート
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されることも、コロケートされないこともある。
【００２３】
　[0030]たとえば、第２のアクセスポイントとの通信をスケジュールするための１つまた
は複数のパラメータが、第１のアクセスポイントによってＵＥに通信され得る。たとえば
、第１のアクセスポイントは、ＲＡＮアグリゲーションにおいて、第２のアクセスポイン
トと通信するための１つまたは複数の追加のパラメータと、第１のアクセスポイントと通
信するためのＵＥへのスケジューリング許可とを通信し得る。たとえば、１つまたは複数
の追加のパラメータは、本明細書でさらに説明するように、第２のアクセスポイントと通
信するための最大パケットサイズ、第２のアクセスポイントと通信するための特定のパケ
ットサイズ、ＵＥによって通信されるバッファステータス報告と第１のアクセスポイント
と通信するための受信された許可との間のデータパケットサイズの差分、特定の持続時間
の間に第２のアクセスポイントと通信するためのターゲットまたは最大スループット、第
１のアクセスポイントと通信するための許可のリソースと第２のアクセスポイントとの通
信をスケジュールするためのリソースとの間の比、第１のアクセスポイントと通信するこ
とにおけるスループットレートと第２のアクセスポイントとの通信をスケジュールするた
めのスループットレートとの間の比、第２のアクセスポイントと通信するためのバッファ
データの比、第２のアクセスポイントとデータの量を通信するためのＵＥ要求に対する応
答などのうちの少なくとも１つを含むことができる。さらに、たとえば、第２のアクセス
ポイントとの通信が、通信のタイプ、通信のための１つまたは複数のコンポーネントキャ
リア、通信に関係する１つまたは複数のチャネルなどに少なくとも部分的に基づいてスケ
ジュールされ得、第１のアクセスポイントは、通信のタイプ、通信のために使用されるコ
ンポーネントキャリア、通信のために使用されるチャネルなどのためのパラメータを特に
指定し得る。
【００２４】
　[0031]本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡおよび他のネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークに使用され
得る。「ネットワーク」および「システム」という用語はしばしば互換的に使用される。
ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terr
estrial Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡは、
広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ｃｄｍ
ａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。Ｔ
ＤＭＡネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Glob
al System for Mobile Communications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネッ
トワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ウルトラモバイルブロー
ドバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０
２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡ
などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡはＵＭＴＳの一部である。３
ＧＰＰ（登録商標）　ＬＴＥおよびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡ
を使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴ
Ｅ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ
：3rd Generation Partnership Project）と称する団体からの文書に記載されている。ｃ
ｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰ
Ｐ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体からの文書に記載されてい
る。本明細書で説明する技法は、上記のワイヤレスネットワークおよび無線技術、ならび
に他のワイヤレスネットワークおよび無線技術に使用され得る。明快のために、本技法の
いくつかの態様について以下ではＬＴＥに関して説明し、以下の説明の大部分でＬＴＥ用
語を使用する。
【００２５】
　[0032]図１は、本開示の一態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を概念的
に示すブロック図である。ワイヤレス通信システム１００は、基地局（またはセル）１０
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５と、ユーザ機器（ＵＥ）１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。１つまたは複数
の基地局１０５は、本明細書で説明するように、１つまたは複数のＵＥ１１５がトラフィ
ックアグリゲーションを使用して基地局１０５および／または別のアクセスポイント（た
とえば、基地局１０５－ｂ）と通信するために、通信をスケジュールするための通信構成
要素５２０を含み得る。１つまたは複数のＵＥ１１５は、本明細書でさらに説明するよう
に、トラフィックアグリゲーションを使用して１つまたは複数の基地局１０５および１つ
または複数の他の基地局（たとえば、基地局１０５－ｂ）と通信するために、１つまたは
複数の基地局１０５から１つまたは複数のパラメータを受信するための通信構成要素５４
０を含み得る。基地局１０５は、様々な実施形態ではコアネットワーク１３０または基地
局１０５の一部であり得る、基地局コントローラ（図示せず）の制御下でＵＥ１１５と通
信し得る。基地局１０５は、第１のバックホールリンク１３２を通してコアネットワーク
１３０と制御情報および／またはユーザデータを通信し得る。実施形態では、基地局１０
５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得る第２のバックホールリンク１３
４を介して互いに直接または間接的に通信し得る。ワイヤレス通信システム１００は、複
数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上での動作をサポートし得る。マルチキャリア
送信機は、複数のキャリア上で同時に被変調信号を送信することができる。たとえば、各
通信リンク１２５は、上記で説明した様々な無線技術に従って変調されたマルチキャリア
信号であり得る。各被変調信号は、異なるキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、
基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを搬送し得る。ワイヤ
レス通信システム１００はまた、複数のフロー上での動作を同時にサポートし得る。いく
つかの態様では、複数のフローは、複数のワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡ
Ｎ）またはセルラーフローに対応し得る。他の態様では、複数のフローは、ＷＷＡＮまた
はセルラーフローとワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）またはＷｉ－Ｆ
ｉフローとの組合せに対応し得る。
【００２６】
　[0033]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１
１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、基地トラ
ンシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サービスセット（
ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホ
ームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。基地局１０５の
ための地理的カバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分のみを構成するセク
タに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの基地
局１０５（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）を含
み得る。異なる技術のための重複するカバレージエリアがあり得る。概して、基地局１０
５－ａは、ＷＷＡＮに対応する基地局であり得（たとえば、ＬＴＥまたはＵＭＴＳマクロ
セル、ピコセル、フェムトセルなどの基地局）、基地局１０５－ｂは、ＷＬＡＮに対応す
る基地局であり得る（たとえば、米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１（Ｗ
ｉＦｉ）ホットスポット）。ただし、単一の基地局１０５が、複数のＲＡＴ（たとえば、
ＬＴＥとＷｉＦｉ、ＬＴＥとＵＭＴＳ、ＵＭＴＳとＷｉＦｉなど）を介した通信をサポー
トすることができることを諒解されたい。
【００２７】
　[0034]実装形態では、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワー
ク通信システムである。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク通信システムでは、発展型ノー
ドＢ（ｅノードＢ）という用語は、概して、基地局１０５について説明するために使用さ
れ得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのｅノードＢが様々な地理的領
域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、
各ｅノードＢ１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイ
プのセルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たと
えば、半径数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥ１１５によるネ
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ットワークプロバイダとの無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地
理的エリア（たとえば、建築物）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥ１１５によ
るネットワークプロバイダとの無制限アクセスを可能にし得る。また、フェムトセルは、
比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、無制限アクセスに加えて、
フェムトセルとの関連付けを有するＵＥ１１５（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ
：closed subscriber group）中のＵＥ１１５、自宅内のユーザのためのＵＥ１１５など
）による制限付きアクセスをも可能にし得る。マクロセルのためのｅノードＢ１０５はマ
クロｅノードＢと呼ばれることがある。ピコセルのためのｅノードＢ１０５はピコｅノー
ドＢと呼ばれることがある。また、フェムトセルのためのｅノードＢ１０５はフェムトｅ
ノードＢまたはホームｅノードＢと呼ばれることがある。ｅノードＢ１０５は、１つまた
は複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セルをサポートし得る。ワイヤレス通信
システム１００は、ＵＥ１１５のうちの１つまたは複数によるＬＴＥおよびＷＬＡＮまた
はＷｉＦｉの使用をサポートし得る。
【００２８】
　[0035]コアネットワーク１３０は、第１のバックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１
インターフェースなど）を介してｅノードＢ１０５または他の基地局１０５と通信し得る
。ｅノードＢ１０５はまた、たとえば、第２のバックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ
２インターフェースなど）を介しておよび／または第１のバックホールリンク１３２を介
して（たとえば、コアネットワーク１３０を通して）直接または間接的に、互いに通信し
得る。ワイヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。同
期動作の場合、ｅノードＢ１０５は同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅノード
Ｂ１０５からの送信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅノードＢ１
０５は異なるフレームタイミングを有し得、異なるｅノードＢ１０５からの送信は時間的
に整合されないことがある。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同期動作のい
ずれかのために使用され得る。
【００２９】
　[0036]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定式または移動可能であり得る。ＵＥ１１５は、当業者によって、移動局、
加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット
、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス
、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハ
ンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らか
の他の好適な用語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末
（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブ
レットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカ
ルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥ１１５は、マクロｅノードＢ、ピコｅノード
Ｂ、フェムトｅノードＢ、リレーなどと通信することが可能であり得る。
【００３０】
　[0037]ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク１２５は、ＵＥ１１５
からｅノードＢ１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信および／またはｅノードＢ１０５か
らＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リン
ク送信と呼ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもあ
る。
【００３１】
　[0038]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの態様では、ＵＥ１１５は、２つまた
はそれ以上のｅノードＢ１０５を用いたキャリアアグリゲーション（ＣＡ）をサポートす
るように構成され得る。キャリアアグリゲーションのために使用されるｅノードＢ１０５
はコロケートされ得るか、または高速接続を通して接続され得る。いずれの場合も、ＵＥ
１１５とｅノードＢ１０５との間のワイヤレス通信のためのコンポーネントキャリア（Ｃ
Ｃ）のアグリゲーションを協調させることは、キャリアアグリゲーションを実行するため
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に使用されている様々なセル間で情報が容易に共有され得るので、より容易に行われ得る
。キャリアアグリゲーションのために使用されるｅノードＢ１０５がコロケートされない
（たとえば、遠くに離れているかまたはそれらの間の高速接続を有しない）とき、コンポ
ーネントキャリアのアグリゲーションを協調させることは、追加の態様を伴い得る。
【００３２】
　[0039]さらに、たとえば、いくつかの基地局１０５は、異なるＲＡＴを使用する基地局
が（たとえば、所与のＵＥ１１５のために）両方の基地局からのトラフィックをアグリゲ
ートするために通信することができるように、トラフィックアグリゲーションをサポート
することができる。たとえば、ＵＥ１１５－ａは、基地局１０５－ａおよび基地局１０５
－ｂと通信することができ、基地局１０５－ｂは、関係するＷＷＡＮに通信するためにＵ
Ｅ１１５－ａから基地局１０５－ａへのトラフィックをアグリゲートするために、（たと
えば、ワイヤードまたはワイヤレスバックホールリンク１３４を介して）基地局１０５－
ａと通信することができる。したがって、一例では、ＵＥ１１５－ａは、１つまたは複数
のトランシーバを使用して、ＬＴＥ通信およびＷｉＦｉ通信をサポートし得る。この点に
ついて、たとえば、ＵＥ１１５－ａが、それぞれのＲＡＴを使用して異なるＲＡＮを動作
させる基地局１０５－ａと基地局１０５－ｂとに第１のワイヤレスネットワークのための
データを通信するように、ＵＥ１１５－ａのためのトラフィックアグリゲーションが確立
され得る。基地局１０５－ｂは、関係する第１のワイヤレスネットワークにおいて通信す
るために、基地局１０５－ａにデータを与えることができる。この構成は、ＵＥ１１５－
ａのための増加したスループットまたは他の改善された接続性プロパティを可能にする。
【００３３】
　[0040]さらに、ＵＥ１１５－ａと基地局１０５－ａとの間の通信がスケジュールされ得
、本明細書で説明する態様は、ＵＥ１１５－ａと基地局１０５－ｂとの間の通信をスケジ
ュールすることをも与えるが、１０５－ｂのＲＡＴは、スケジューリングを必要としない
か、またはさもなければＵＥ１１５－ａによる日和見的通信をサポートする、ＷＬＡＮ　
ＲＡＴまたは別のＲＡＴであり得る。基地局１０５－ａによる、ＵＥ１１５－ａと基地局
１０５－ｂとの間の通信のスケジューリングは、本明細書で詳細に説明するように、基地
局１０５－ａが、ＵＥ１１５－ａから基地局１０５－ａと基地局１０５－ｂの両方への通
信を制御することを可能にすることができる。これは、基地局１０５－ｂによってＵＥ１
１５－ａに与えられるアクセスの量を管理することを可能にすることができ、それは、複
数の基地局１０５からの複数の通信リンク１２５を介してＵＥ１１５から受信されたデー
タを受信し、復号するのを支援することができる。
【００３４】
　[0041]図２は、本開示の一態様に従って構成されたｅノードＢ２１０およびＵＥ２５０
の例を概念的に示すブロック図である。たとえば、図２に示されているように、システム
２００の基地局／ｅノードＢ２１０およびＵＥ２５０は、それぞれ、図１における基地局
／ｅノードＢのうちの１つおよびＵＥのうちの１つであり得る。したがって、たとえば、
基地局２１０は、本明細書で説明するように、１つまたは複数のＵＥ２５０がトラフィッ
クアグリゲーションを使用して基地局２１０および／または別のアクセスポイントと通信
するために、通信をスケジュールするための通信構成要素５２０を含み得る。ＵＥ２５０
は、本明細書でさらに説明するように、トラフィックアグリゲーションを使用して１つま
たは複数の基地局２１０および１つまたは複数の他の基地局と通信するために、１つまた
は複数の基地局２１０から１つまたは複数のパラメータを受信するための通信構成要素５
４０を含み得る。いくつかの態様では、ｅノードＢ２１０は、本明細書で説明するように
、トラフィックアグリゲーションをサポートし得る。いくつかの態様では、ＵＥ２５０も
、トラフィックアグリゲーションをサポートし得る。ＵＥ２５０は、ｅノードＢ２１０ま
たは他のネットワークエンティティから、トラフィックアグリゲーションのための構成情
報を受信し得る。基地局２１０はアンテナ２３４1~tを装備し得、ＵＥ２５０はアンテナ
２５２1~rを装備し得、ここにおいて、ｔおよびｒは１以上の整数である。
【００３５】
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　[0042]基地局２１０において、基地局送信プロセッサ２２０は、基地局データソース２
１２からデータを受信し、基地局コントローラ／プロセッサ２４０から制御情報を受信し
得る。制御情報は、ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、物理的ハイブリッド自動再送／要求（ＨＡ
ＲＱ）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）、ＰＤＣＣＨなどの上で搬送され得る。デー
タは、ＰＤＳＣＨなどの上で搬送され得る。基地局送信プロセッサ２２０は、データシン
ボルおよび制御シンボルを取得するために、それぞれデータおよび制御情報を処理（たと
えば、符号化およびシンボルマッピング）し得る。基地局送信プロセッサ２２０はまた、
たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびセル固有基準信号（ＲＳ：reference signal）のため
の基準シンボルを生成し得る。基地局送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ
２３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、および／または基準シンボ
ルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、基地局変調器／復調器
（ＭＯＤ／ＤＥＭＯＤ）２３２1~tに出力シンボルストリームを与え得る。各基地局変調
器／復調器２３２は、出力サンプルストリームを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭ
などのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各基地局変調器／復調
器２３２はさらに、ダウンリンク信号を取得するために、出力サンプルストリームを処理
（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）し得る
。変調器／復調器２３２1~tからのダウンリンク信号は、それぞれアンテナ２３４1~tを介
して送信され得る。
【００３６】
　[0043]ＵＥ２５０において、ＵＥアンテナ２５２1~rは、基地局２１０からダウンリン
ク信号を受信し得、受信信号をそれぞれＵＥ変調器／復調器（ＭＯＤ／ＤＥＭＯＤ）２５
４1~rに与え得る。各ＵＥ変調器／復調器２５４は、入力サンプルを取得するために、そ
れぞれの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデ
ジタル化）し得る。各ＵＥ変調器／復調器２５４はさらに、受信シンボルを取得するため
に、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプルを処理し得る。ＵＥ　ＭＩＭＯ検
出器２５６は、すべてのＵＥ変調器／復調器２５４1~rから受信シンボルを取得し、適用
可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出シンボルを与え得る。Ｕ
Ｅ受信プロセッサ２５８は、検出シンボルを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、
および復号）し、ＵＥ２５０の復号されたデータをＵＥデータシンク２６０に与え、復号
された制御情報をＵＥコントローラ／プロセッサ２８０に与え得る。
【００３７】
　[0044]アップリンク上では、ＵＥ２５０において、ＵＥ送信プロセッサ２６４は、ＵＥ
データソース２６２から（たとえば、ＰＵＳＣＨのための）データを受信し、処理し得、
ＵＥコントローラ／プロセッサ２８０から（たとえば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を
受信し、処理し得る。ＵＥ送信プロセッサ２６４はまた、基準信号のための基準シンボル
を生成し得る。ＵＥ送信プロセッサ２６４からのシンボルは、適用可能な場合はＵＥ　Ｔ
Ｘ　ＭＩＭＯプロセッサ２６６によってプリコーディングされ、さらに（たとえば、ＳＣ
－ＦＤＭなどのために）ＵＥ変調器／復調器２５４1~rによって処理され、基地局２１０
に送信され得る。基地局２１０において、ＵＥ２５０からのアップリンク信号は、基地局
アンテナ２３４によって受信され、基地局変調器／復調器２３２によって処理され、適用
可能な場合は基地局ＭＩＭＯ検出器２３６によって検出され、ＵＥ２５０によって送られ
た復号されたデータと制御情報とを取得するために、基地局受信プロセッサ２３８によっ
てさらに処理され得る。基地局受信プロセッサ２３８は、復号されたデータを基地局デー
タシンク２４６に与え、復号された制御情報を基地局コントローラ／プロセッサ２４０に
与え得る。
【００３８】
　[0045]基地局コントローラ／プロセッサ２４０およびＵＥコントローラ／プロセッサ２
８０は、それぞれ基地局２１０およびＵＥ２５０における動作を指示し得る。ＵＥ２５０
におけるＵＥコントローラ／プロセッサ２８０および／または他のプロセッサおよびモジ
ュールはまた、たとえば、図５に示されている機能ブロック、および／または本明細書で
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説明する技法のための他のプロセス（たとえば、図６および図７に示されているフローチ
ャート）の実行を実施または指示し得る。いくつかの態様では、これらの機能ブロックお
よび／またはプロセスの実行の少なくとも一部分は、ＵＥコントローラ／プロセッサ２８
０中のブロック２８１によって実施され得る。基地局メモリ２４２およびＵＥメモリ２８
２は、それぞれ基地局２１０およびＵＥ２５０のためのデータおよびプログラムコードを
記憶し得る。たとえば、ＵＥメモリ２８２は、基地局２１０および／または別の基地局に
よって与えられる複数接続性ワイヤレス通信のための構成情報を記憶し得る。スケジュー
ラ２４４は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥ２
５０をスケジュールするために使用され得る。
【００３９】
　[0046]一構成では、ＵＥ２５０は、第１のワイヤレスネットワークにアクセスするため
に、第１の接続を介して第１のＲＡＴを使用して第１のアクセスポイントと通信するため
の手段を含み得る。ＵＥ２５０はまた、第２の接続を介して第２のＲＡＴを使用して第２
のアクセスポイントと通信するための手段を含み得、ここにおいて、第２の接続が、第１
のアクセスポイントによって第１の接続とのトラフィックアグリゲーションを実施するよ
うに構成される。ＵＥ２５０は、第１のアクセスポイントから、第２のアクセスポイント
との通信をスケジュールするための１つまたは複数のパラメータを受信するための手段を
さらに含み得る。ＵＥ２５０はまた、１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に
基づいて、第２のアクセスポイントと通信するための手段を含み得る。一態様では、上述
の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成された、ＵＥコント
ローラ／プロセッサ２８０、ＵＥメモリ２８２、ＵＥ受信プロセッサ２５８、ＵＥ　ＭＩ
ＭＯ検出器２５６、ＵＥ変調器／復調器２５４、および／またはＵＥアンテナ２５２であ
り得る。別の態様では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するよ
うに構成されたモジュール、構成要素、または任意の装置であり得る。そのようなモジュ
ール、構成要素、または装置の例は、図５に関して説明され得る。
【００４０】
　[0047]一構成では、基地局２１０は、第１のＲＡＴを使用してユーザ機器（ＵＥ）と通
信するための手段を含み得る。基地局２１０はまた、第２のＲＡＴを使用する別のアクセ
スポイントを介したトラフィックアグリゲーションを使用してＵＥと通信するための手段
を含み得る。基地局２１０は、第１のＲＡＴを使用して通信するために、ＵＥにスケジュ
ーリング許可を送信するための手段をさらに含み得る。さらに、基地局２１０は、第２の
ＲＡＴを使用する通信をスケジュールするために１つまたは複数のパラメータをＵＥに送
信するための手段を含み得る。一態様では、上述の手段は、上述の手段によって具陳され
た機能を実行するように構成された、基地局コントローラ／プロセッサ２４０、基地局メ
モリ２４２、基地局受信プロセッサ２３８、基地局ＭＩＭＯ検出器２３６、基地局変調器
／復調器２３２、および／または基地局アンテナ２３４であり得る。別の態様では、上述
の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成されたモジュール、
構成要素、または任意の装置であり得る。そのようなモジュール、構成要素、または装置
の例は、図５に関して説明され得る。
【００４１】
　[0048]図３は、本明細書で説明する態様による、ＵＥにおける無線アクセス技術のアグ
リゲーションを概念的に示すブロック図である。アグリゲーションは、１つまたは複数の
コンポーネントキャリア１～Ｎ（ＣＣ1～ＣＣN）を使用してｅノードＢ３０５と通信し、
および／またはＷＬＡＮキャリア３４０を使用してＷＬＡＮアクセスポイント（ＡＰ）３
０６と通信することができる、マルチモードＵＥ３１５を含むシステム３００中で行われ
得る。マルチモードＵＥは、この例では、２つ以上の無線アクセス技術（ＲＡＴ）をサポ
ートするＵＥを指すことがある。ｅノードＢ３０５は、本明細書で説明するように、１つ
または複数のＵＥ３１５がトラフィックアグリゲーションを使用してｅノードＢ３０５お
よび／または別のアクセスポイント（たとえば、ＡＰ３０６）と通信するために、通信を
スケジュールするための通信構成要素５２０を含み得る。ＵＥ３１５は、本明細書でさら
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に説明するように、トラフィックアグリゲーションを使用して１つまたは複数のｅノード
Ｂ３０５および１つまたは複数の他のｅノードＢ（たとえば、ＡＰ３０６）と通信するた
めに、１つまたは複数のｅノードＢ３０５から１つまたは複数のパラメータを受信するた
めの通信構成要素５４０を含み得る。たとえば、ＵＥ３１５は、少なくともＷＷＡＮ無線
アクセス技術（たとえば、ＬＴＥ）とＷＬＡＮ無線アクセス技術（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ
）とをサポートする。マルチモードＵＥはまた、ＲＡＴのうちの１つまたは複数を使用す
るキャリアアグリゲーションをサポートし得る。ＵＥ３１５は、図１、図２、図５のＵＥ
のうちの１つの一例であり得る。ｅノードＢ３０５は、図１、図２、図４、図５のｅノー
ドＢまたはｅノードＢのうちの１つの一例であり得る。１つのＵＥ３１５、１つのｅノー
ドＢ３０５、および１つのＡＰ３０６のみが図３に示されているが、システム３００が、
任意の数のＵＥ３１５、ｅノードＢ３０５、および／またはＡＰ３０６を含むことができ
ることが諒解されよう。特定の一例では、ＵＥ３１５は、１つのＬＴＥコンポーネントキ
ャリア３３０を介して１つのｅノードＢ３０５と通信しながら、別のコンポーネントキャ
リア３３０を介して別のｅノードＢ３０５と通信することができる。
【００４２】
　[0049]ｅノードＢ３０５は、ＬＴＥコンポーネントキャリアＣＣ1～ＣＣN３３０上の順
方向（ダウンリンク）チャネル３３２－１～３３２－Ｎを介してＵＥ３１５に情報を送信
することができる。さらに、ＵＥ３１５は、ＬＴＥコンポーネントキャリアＣＣ1～ＣＣN

上の逆方向（アップリンク）チャネル３３４－１～３３４－Ｎを介してｅノードＢ３０５
に情報を送信することができる。同様に、ＡＰ３０６は、ＷＬＡＮキャリア３４０上の順
方向（ダウンリンク）チャネル３５２を介してＵＥ３１５に情報を送信し得る。さらに、
ＵＥ３１５は、ＷＬＡＮキャリア３４０の逆方向（アップリンク）チャネル３５４を介し
てＡＰ３０６に情報を送信し得る。
【００４３】
　[0050]図３ならびに開示する実施形態のうちのいくつかに関連する他の図の様々なエン
ティティについて説明する際、説明の目的で、３ＧＰＰ　ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａワイヤ
レスネットワークに関連する名称が使用される。ただし、システム３００は、限定はしな
いが、ＯＦＤＭＡワイヤレスネットワーク、ＣＤＭＡネットワーク、３ＧＰＰ２　ＣＤＭ
Ａ２０００ネットワークなどの他のネットワークにおいて動作することができることを諒
解されたい。
【００４４】
　[0051]マルチキャリア動作中、異なるＵＥ３１５に関連するダウンリンク制御情報（Ｄ
ＣＩ）メッセージは、複数のコンポーネントキャリア上で搬送され得る。たとえば、ＰＤ
ＣＣＨ上のＤＣＩは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink 
shared channel）送信のためにＵＥ３１５によって使用されるように構成された同じコン
ポーネントキャリア上に含まれ得る（すなわち、同一キャリアシグナリング）。代替また
は追加として、ＤＣＩは、ＰＤＳＣＨ送信のために使用されるターゲットコンポーネント
キャリアとは異なるコンポーネントキャリア上で搬送され得る（すなわち、クロスキャリ
アシグナリング）。いくつかの実装形態では、半静的に有効化され得るキャリアインジケ
ータフィールド（ＣＩＦ）は、ＰＤＳＣＨ送信のためにターゲットキャリア以外のキャリ
アからのＰＤＣＣＨ制御シグナリングの送信を可能にするために、一部または全部のＤＣ
Ｉフォーマット中に含まれ得る（クロスキャリアシグナリング）。
【００４５】
　[0052]本例では、ＵＥ３１５は、１つのｅノードＢ３０５からデータを受信し得る。し
かしながら、セルエッジ上のユーザは、データレートを制限することがある高いセル間干
渉を経験し得る。マルチフローは、ＵＥが同時に２つのｅノードＢ３０５からデータを受
信することを可能にする。いくつかの態様では、２つのｅノードＢ３０５は、コロケート
されないことがあり、キャリアアグリゲーションをサポートするように構成され得る。マ
ルチフローは、ＵＥが同時に２つの隣接するセル中の２つのセルタワーの範囲内にあると
き、２つのまったく別個のストリーム中で２つのｅノードＢ３０５からのデータを送信お
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よび受信することによって動作する。ＵＥは、デバイスがいずれかのｅノードＢの到達範
囲のエッジ上にあるとき、同時に２つのｅノードＢ３０５と通話する。同時に２つの異な
るｅノードＢからモバイルデバイスに２つの独立データストリームをスケジュールするこ
とによって、マルチフローは、ＨＳＰＡネットワークにおける不均一なローディングを活
用する。これは、セルエッジユーザ経験を向上させるのを助けるとともに、ネットワーク
容量を増大させる。一例では、セルエッジにおけるユーザのためのスループットデータ速
度が倍になり得る。いくつかの態様では、マルチフローはまた、ＵＥがＷＷＡＮタワー（
たとえば、セルラータワー）とＷＬＡＮタワー（たとえば、ＡＰ）の両方の到達範囲内に
あるとき、それらのタワーと同時に通話するＵＥの能力を指すことがある。そのような場
合、タワーは、タワーがコロケートされないとき、複数の接続を通してキャリアアグリゲ
ーションをサポートするように構成され得る。
【００４６】
　[0053]図４は、本明細書で説明する態様による、ＵＥ４１５とＥＰＣ４８０との間のデ
ータ経路４４５－ａおよび４４５－ｂの一例を概念的に示すブロック図である。データ経
路４４５－ａ、４４５－ｂは、ｅノードＢ４０５およびＷＬＡＮ　ＡＰ４０６のリソース
を使用して送信するためにトラフィックをアグリゲートするためのワイヤレス通信システ
ム４０１のコンテキスト内で示されている。このベアラ構成は、ＲＡＮアグリゲーション
において、ｅノードＢ４０５を通過するデータ経路４４５－ａと、ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６
とｅノードＢ４０５とを通過するデータ経路４４５－ｂとを含む。図２のシステム２００
は、ワイヤレス通信システム４０１の部分の一例であり得る。ワイヤレス通信システム４
０１は、ＵＥ４１５と、ｅノードＢ４０５と、ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６と、発展型パケット
コア（ＥＰＣ）４８０と、ＰＤＮ４４０と、ピアエンティティ４５５とを含み得る。ＵＥ
４１５は、本明細書で説明するように、トラフィックアグリゲーションをサポートするよ
うに構成され得るが、トラフィックアグリゲーションは、ｅノードＢ４０５によって制御
され得、ＵＥ４１５の上位レイヤにアグノスティック(agnostic)であり得る。ｅノードＢ
４０５は、本明細書で説明するように、１つまたは複数のＵＥ４１５がトラフィックアグ
リゲーションを使用してｅノードＢ４０５および／または別のアクセスポイント（たとえ
ば、ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６）と通信するために、通信をスケジュールするための通信構成
要素５２０を含み得る。１つまたは複数のＵＥ４１５は、本明細書でさらに説明するよう
に、トラフィックアグリゲーションを使用して１つまたは複数のｅノードＢ４０５および
１つまたは複数の他の基地局（たとえば、ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６）と通信するために、１
つまたは複数のｅノードＢ４０５から１つまたは複数のパラメータを受信するための通信
構成要素５４０を含み得る。
【００４７】
　[0054]ＥＰＣ４８０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）４３０と、サービング
ゲートウェイ（ＳＧＷ）４３２と、ＰＤＮゲートウェイ（ＰＧＷ）４３４とを含み得る。
ホーム加入者システム（ＨＳＳ：home subscriber system）４３５は、ＭＭＥ４３０に通
信可能に結合され得る。ＵＥ４１５は、ＬＴＥ無線機４２０とＷＬＡＮ無線機４２５とを
含み得る。ＵＥ４１５が１つまたは複数のそのような無線機を含むことができること、お
よび／またはそれらの無線機が統合され得ることを諒解されたい。したがって、一例では
、ＷＬＡＮ無線機４２５に加えて、ＬＴＥ無線機４２０もＷＬＡＮ無線機を含むことがで
き（またはＷＬＡＮ信号を処理するように構成され得）、この例では、ＵＥ４１５は、２
つのＷＬＡＮインターフェース、すなわち、ＬＴＥ無線機４２０中のＷＬＡＮインターフ
ェースとＷＬＡＮ無線機４２５中のＷＬＡＮインターフェースとを含む。これらの要素は
、前または後の図を参照しながら上記で説明したそれらのカウンターパートのうちの１つ
または複数の態様を表し得る。たとえば、ＵＥ４１５は、図１、図２、図３、図５中のＵ
Ｅの一例であり得、ｅノードＢ４０５－ａは、図１、図２、図３、図５のｅノードＢ／基
地局の一例であり得、ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６は、図１、図３、図５で説明するＡＰの一例
であり得、および／またはＥＰＣ４８０は、図１のコアネットワークの一例であり得る。
【００４８】
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　[0055]再び図４を参照すると、ｅノードＢ４０５－ａは、説明したように、１つまたは
複数のＬＴＥコンポーネントキャリアに関係し得る、ＰＤＮ４４０へのアクセスをＵＥ４
１５に与えることが可能であり得る。ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６は、ｅノードＢ４０５を通過
することによってＰＤＮ４４０へのアクセスをＵＥ４１５に与えることが可能であり得る
。したがって、ｅノードＢ４０５とＷＬＡＮ　ＡＰ４０６とは、ＵＥ４１５からのトラフ
ィックをアグリゲートするために通信することができる。したがって、ＵＥ４１５は、一
方の接続が第１のアクセスポイント（ｅノードＢ４０５）へのものであり、他方の接続が
第２のアクセスポイント（ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６）へのものであり、第２のアクセスポイ
ントが、ＵＥ４１５のためのトラフィックをアグリゲートするために第１のアクセスポイ
ントと通信する、トラフィックアグリゲーションを伴い得る。この構成を使用して、ＵＥ
４１５のために確立される、ＥＰＣ４８０とのベアラは、ｅノードＢ４０５および／また
はＷＬＡＮ　ＡＰ４０６とを用いたものであり得る。一例では、ＵＥ４１５が、ＥＰＣ４
０８とｅノードＢ４０５との間で、および（ｅノードＢ４０５を介して）ＥＰＣ４８０と
ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６との間で確立される別個のベアラを有する、ベアラ選択が構成され
得る。この例では、ＵＥ４１５とｅノードＢ４０５／ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６との間のキャ
リアにマッピングすることができる、それぞれのベアラを介して、データトラフィック（
たとえば、ＩＰパケット）が送られる。別の例では、ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６キャリアの場
合でもＵＥ４１５ベアラがｅノードＢ４０５ＥＰＣ４８０との間にある、ＲＬＣ／ＰＤＣ
Ｐレベルアグリゲーションが構成され得る。この例では、データトラフィック（たとえば
、ＩＰパケット）は、ＲＬＣ／ＰＤＣＰレベルにおいてアグリゲートされ、ＵＥ４１５に
、またはｅノードＢ４０５およびＷＬＡＮ　ＡＰ４０６とのそれぞれのキャリアに通信さ
れる。さらに、たとえば、ｅノードＢ４０５とＷＬＡＮ　ＡＰ４０６とは、ＵＥ４１５に
通信リソースを与えること、ＵＥ４１５から通信を受信することなどを協調させるために
、バックホールリンク４３４を介して通信し得る。
【００４９】
　[0056]図４の態様についてＬＴＥに関して説明したが、アグリゲーションおよび／また
は複数接続に関する同様の態様はまた、ＵＭＴＳあるいは他の同様のシステムまたはネッ
トワークワイヤレス通信無線技術に関して実装され得る。
【００５０】
　[0057]図５は、本開示の一態様に従って構成されたＵＥ５１５および構成要素の一例を
概念的に示すブロック図５００である。本明細書で図５と併せて説明する図６および図７
に、本開示の態様による例示的な方法６００および７００を示す。図６および図７におい
て以下で説明する動作は、特定の順序でおよび／または例示的な構成要素によって実行さ
れるものとして提示されるが、アクションの順序およびアクションを実行する構成要素は
、実装形態に応じて変更され得ることを理解されたい。その上、以下のアクションまたは
機能は、特別にプログラムされたプロセッサ、特別にプログラムされたソフトウェアまた
はコンピュータ可読媒体を実行するプロセッサによって、あるいは説明するアクションま
たは機能を実施することが可能なハードウェア構成要素および／またはソフトウェア構成
要素の任意の他の組合せによって実施され得ることを理解されたい。
【００５１】
　[0058]図５を参照すると、ブロック図５００のｅノードＢ５０５、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０
６、およびＵＥ５１５は、本明細書の様々な図に記載されている基地局／ｅノードＢ、Ａ
Ｐ、および／またはＵＥのうちの１つであり得る。ｅノードＢ５０５とＵＥ５１５とは、
第１の通信リンク５２５を介して通信し得る。ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６とＵＥ５１５とは、
第２の通信リンク５２６を介して通信し得る。通信リンク５２５、５２６の各々は、図１
の通信リンク１２５の一例であり得る。さらに、たとえば、ｅノードＢ５０５は、ｅノー
ドＢ５０５とＷＬＡＮ　ＡＰ５０６との間の直接のリンク、ｅノードＢ５０５に関係する
コアネットワークおよび／またはＷＬＡＮ　ＡＰ５０６のネットワークの１つまたは複数
のネットワークノードを通過するリンクなどであり得る、バックホールリンク５３４を介
してＷＬＡＮ　ＡＰ５０６と通信することができる。ｅノードＢ５０５は、たとえば、ｅ
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ノードＢ５０５を介した無線アクセスとＷＬＡＮ　ＡＰ５０６を介した無線アクセスの両
方を使用することによって、ＵＥ５１５とｅノードＢ５０５に関係するネットワークとの
間でトラフィックが通信され得るように、ＵＥ５１５のためにトラフィックアグリゲーシ
ョン（たとえば、ＲＡＮアグリゲーション）を構成し、与えるために、ＷＬＡＮ　ＡＰ５
０６と通信することができる（たとえば、ここで、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６は、ＵＥ５１５
に通信するためにｅノードＢ５０５からデータを受信し得、および／またはｅノードＢ５
０５に関係するネットワークに通信するためにＵＥ５１５からデータを受信し得る）。
【００５２】
　[0059]たとえば、ｅノードＢ５０５は、第１の通信リンク５２５を介して、および第２
の通信リンク５２６を介したＷＬＡＮ　ＡＰ５０６を介したトラフィックアグリゲーショ
ンを使用してＵＥ５１５と通信するための通信構成要素５２０を含むことができる。たと
えば、通信構成要素５２０は、第１の通信リンク５２５を介してｅノードＢ５０５と通信
するためにＵＥ５１５へのリソースをスケジュールし、および／または許可するためのリ
ソース許可構成要素５３０、同様に第２の通信リンク５２６を介してＵＥ５１５とＷＬＡ
Ｎ　ＡＰ５０６との間の通信のためのリソースを決定するためのパラメータをスケジュー
ルするか、許可するか、またはさもなければ示すために、１つまたは複数のパラメータを
生成し、送信するためのスケジューリングパラメータ構成要素５３２、ならびに／あるい
は第２の通信リンク５２６を介して通信するためにＵＥ５１５からスケジューリングパラ
メータについての要求を受信するための随意のスケジューリングパラメータ要求受信構成
要素５３６を含むことができるか、またはそれらと通信していることがある。
【００５３】
　[0060]その上、たとえば、ＵＥ５１５は、ｅノードＢ５０５によって、通信リンク５２
５および５２６（ならびに／あるいはｅノードＢ５０５とＵＥ５１５との間のおよび／ま
たはＷＬＡＮ　ＡＰ５０６とＵＥとの間の追加の通信リンク）を介してトラフィックアグ
リゲーションを実施するためにプロビジョニングされ得る。たとえば、ＵＥ５１５は、Ｗ
ＷＡＮまたはセルラーネットワークにアクセスするために、関係するトランシーバ（たと
えば、ＬＴＥ／ＵＭＴＳ無線機）を使用してｅノードＢ５０５と、関係するトランシーバ
（たとえば、ＷｉＦｉ無線機）を使用してＷＬＡＮ　ＡＰ５０６との両方と通信すること
を指定する、トラフィックアグリゲーション構成を受信するための通信構成要素５４０を
含むことができる。説明したように、トラフィックアグリゲーションは、ハイレベルオペ
レーティングシステム（ＨＬＯＳ）、ＨＬＯＳ上で動作するアプリケーション、ユーザイ
ンターフェースなどが、トラフィックアグリゲーションの存在にアグノスティックであり
得るように、上位レイヤ（たとえば、ＰＤＣＰまたはインターネットプロトコル（ＩＰ）
レイヤ）によってアグリゲートされるべき異なるＲＡＮを使用して、ＵＥ５１５の下位レ
イヤ（たとえば、ＰＨＹ／ＭＡＣレイヤまたはＲＬＣ／ＰＤＣＰレイヤ）における通信を
可能にするように構成され、実施され得る。
【００５４】
　[0061]通信構成要素５４０は、リンク、関係するＣＣ、ベアラなどを介してトラフィッ
クアグリゲーションを可能にするために、トラフィックアグリゲーションを使用して１つ
または複数のｅノードＢまたはＷＬＡＮ　ＡＰと通信するための、ｅノードＢ５０５また
はＷＬＡＮ　ＡＰ５０６など、アンカーノードから１つまたは複数のパラメータを受信す
るためのスケジューリングパラメータ受信構成要素５５０、アンカーノードからの１つま
たは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいて、第１の通信リンク５２５を介した
ｅノードＢ５０５との通信と、第２の通信リンク５２６を介したＷＬＡＮ　ＡＰ５０６と
の通信とをスケジュールするための通信スケジューリング構成要素５５２、ならびに／あ
るいは通信リンク５２５および／または５２６を介して通信するためにアンカーノードに
１つまたは複数のスケジューリングパラメータを要求するための随意のスケジューリング
パラメータ要求構成要素５５４を含むことができ、またはそれらと通信していることがあ
る。いずれの場合も、通信構成要素５２０は、この点について、第１の通信リンク５２５
を介した、およびＷＬＡＮ　ＡＰ５０６を介した第２の通信リンク５２６を介した通信構
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成要素５４０による受信のために、通信を送信するように構成され得る。同様に、本明細
書でさらに説明するように、通信構成要素５２０は、第１の通信リンク５２５を介して、
および第２の通信リンク５２６を介したＷＬＡＮ　ＡＰ５０６を介してｅノードＢ５０５
に通信を送信するように、通信構成要素５４０を構成することができる。
【００５５】
　[0062]通信構成要素５２０および／または５４０、ならびに／あるいはそれらの構成要
素は、デバイス間のデータのワイヤードまたはワイヤレス通信を可能にするために、デバ
イス（たとえば、ＵＥ９０２、ｅＮＢ９０４など）の１つまたは複数の構成要素を含み得
るか、またはそれらによって実装され得ることを諒解されたい。たとえば、通信構成要素
５２０および／または５４０は、デバイス上のハードウェア、プロセッサによって実行さ
れるコンピュータ可読媒体などを含み得るか、またはそれらとして実装され得る。特定の
一例では、通信構成要素５２０および／または５４０は、アンテナ２３４、２５２を介し
て信号を送信するためのＴＸプロセッサ２２０、２６４、アンテナ２３４、２５２を介し
て信号を受信するためのＲＸプロセッサ２３８、２５８、本明細書で説明する１つまたは
複数の機能を実行するためのコントローラ／プロセッサ２４０、２８０などのうちの少な
くとも１つを含み得るか、またはそれらによって実装され得る。
【００５６】
　[0063]図６を参照すると、方法６００は、ブロック６１０において、第１のワイヤレス
ネットワークにアクセスするために、第１のＲＡＴを使用して第１のアクセスポイントと
通信することを含む。通信構成要素５４０は、（たとえば、第１の通信リンク５２５を使
用して）第１のワイヤレスネットワークにアクセスするために、第１のＲＡＴ（たとえば
、ＬＴＥ、ＵＭＴＳなど）を使用して第１のアクセスポイント（たとえば、ｅノードＢ５
０５）と通信することができる。説明したように、通信構成要素５４０は、第１のＲＡＴ
を使用してｅノードＢ５０５と通信するために、トランシーバを含むことができるか、ま
たはさもなければそれと通信していることがある。方法６００は、ブロック６１２におい
て、第２のワイヤレスネットワークにアクセスするために、第２のＲＡＴを使用して第２
のアクセスポイントと通信することをも含む。したがって、通信構成要素５４０は、（た
とえば、第２の通信リンク５２６を使用して）第２のワイヤレスネットワークにアクセス
するために、第２のＲＡＴ（たとえば、ＷｉＦｉ）を使用して第２のアクセスポイント（
たとえば、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６）と通信することができる。説明したように、通信構成
要素５４０は、第２のＲＡＴを使用してＷＬＡＮ　ＡＰ５０６と通信するために、別のト
ランシーバを含むことができるか、またはさもなければそれと通信していることがある。
一例では、ｅノードＢ５０５は、ＵＥ５１５が、ｅノードＢ５０５に関係するネットワー
クにアクセスするために、それぞれの第１の通信リンク５２５と第２の通信リンク５２６
とを介してｅノードＢ５０５とＷＬＡＮ　ＡＰ５０６の両方と通信するように、ＵＥ５１
５のためのトラフィックアグリゲーションを構成することができる。この点について、説
明したように、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６は、第２の通信リンク５２６を介してＵＥ５１５の
ためのトラフィックアグリゲーションを与えるために、ＵＥ５１５トラフィックをｅノー
ドＢ５０５と通信することができる。
【００５７】
　[0064]説明したように、この点についてトラフィックアグリゲーションを与えることは
、ＵＥ５１５の通信における効率を改善し、複数のリンクを使用して接続ダイバーシティ
を与えることなどができる。その上、ＵＥ５１５とＷＬＡＮ　ＡＰ５０６との間のＲＡＮ
接続は、日和見的である（たとえば、スケジュールに基づかない）ことがあり、したがっ
て、ＵＥがＷＬＡＮ　ＡＰ５０６とのチャネルを獲得すると、ＵＥ５１５が、送信すべき
データの量を決定することを可能にし得る。これは、通信リンク５２５および５２６を介
した通信を協調させることに複雑さを追加する。したがって、本明細書でさらに説明する
ように、ｅノードＢ５０５は、通信リンク５２５および５２６を介した改善された協調を
可能にするために、ＵＥ５１５とＷＬＡＮ　ＡＰ５０６との間の接続の態様を管理するこ
とができる。
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【００５８】
　[0065]したがって、方法６００は、ブロック６１４において、第１のアクセスポイント
から、第２のアクセスポイントとの通信をスケジュールするための１つまたは複数のパラ
メータを受信することを含む。スケジューリングパラメータ受信構成要素５５０は、第１
のアクセスポイント（たとえば、ｅノードＢ５０５）から、第２のアクセスポイント（た
とえば、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６）との通信をスケジュールするための１つまたは複数のパ
ラメータを受信することができる。方法６００は、ブロック６１６において、１つまたは
複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいて、第２のアクセスポイントとの通信を構
成することをも含む。通信スケジューリング構成要素５５２は、１つまたは複数のパラメ
ータに少なくとも部分的に基づいて、第２のアクセスポイント（たとえば、ＷＬＡＮ　Ａ
Ｐ５０６）との通信を構成することができる。たとえば、通信スケジューリング構成要素
５５２は、第２の通信リンク５２６が初期化された後、および／または第２の通信リンク
５２６の１つまたは複数のキャリアを介したアクティブ通信中の任意の時間に（たとえば
、ｅノードＢ５０５から１つまたは複数のパラメータを受信することに基づいて）、通信
を構成することができる。
【００５９】
　[0066]図７を参照すると、方法７００は、ブロック７１０において、第１のＲＡＴを使
用してＵＥと通信することを含む。ｅノードＢ５０５通信構成要素５２０は、第１の通信
リンク５２５を介して第１のＲＡＴ（たとえば、ＬＴＥ、ＵＭＴＳなどであり得る、ｅノ
ードＢ５０５のＲＡＴ）を使用して、ＵＥ（たとえば、ＵＥ５１５）と通信することがで
きる。説明したように、通信構成要素５２０は、第１のＲＡＴを使用してＵＥ５１５と通
信するために、トランシーバを含むことができるか、またはさもなければそれと通信して
いることがある。方法７００は、ブロック７１２において、第２のＲＡＴを使用する第２
のアクセスポイントを介したトラフィックアグリゲーションを使用してＵＥと通信するこ
とをも含む。したがって、通信構成要素５２０は、第２の接続として第２の通信リンク５
２６を介して第２のＲＡＴ（たとえば、ＷｉＦｉ）を使用する第２のアクセスポイント（
たとえば、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６）を介したトラフィックアグリゲーションを使用して、
ＵＥ５１５と通信することができる。説明したように、通信構成要素５２０は、ワイヤー
ドまたはワイヤレスバックホールリンク５３４を介してＷＬＡＮ　ＡＰ５０６と通信する
ために、トランシーバを含むことができるか、またはさもなければそれと通信しているこ
とがある。ｅノードＢ５０５は、したがって、ＵＥ５１５が、ｅノードＢ５０５に関係す
るネットワークにアクセスするために、ｅノードＢ５０５とＷＬＡＮ　ＡＰ５０６の両方
と通信するように、ＵＥ５１５のためのトラフィックアグリゲーションを構成することが
できる。この点について、説明したように、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６は、第２の通信リンク
５２６を介してＵＥ５１５のためのトラフィックアグリゲーションを与えるために、ＵＥ
５１５トラフィックをｅノードＢ５０５と通信することができる。
【００６０】
　[0067]方法７００は、ブロック７１４において、第１のＲＡＴを使用して通信するため
に、ＵＥにスケジューリング許可を送信することを含む。リソース許可構成要素５３０は
、（たとえば第１の通信リンク５２５を介して）第１のＲＡＴを使用して通信するために
、ＵＥ（たとえば、ＵＥ５１５）にスケジューリング許可を送信することができる。スケ
ジューリング許可は、ｅノードＢ５０５に／からデータを通信するためにＵＥ５１５に第
１のＲＡＴリソースをスケジュールすることができる。方法７００は、ブロック７１６に
おいて、第２のＲＡＴを使用する通信を構成するための１つまたは複数のパラメータをＵ
Ｅに送信することをも含む。スケジューリングパラメータ構成要素５３２は、第２のＲＡ
Ｔ（たとえば、第２の通信リンク５２６を介したＷＬＡＮ　ＡＰ５０６のＲＡＴ）を使用
する通信を構成するための１つまたは複数のパラメータをＵＥ（たとえば、ＵＥ５１５）
に送信することができる。たとえば、スケジューリングパラメータ構成要素５３２は、（
たとえば、第２の通信リンク５２６が初期化されるとき、および／または第２の通信リン
ク５２６の１つまたは複数のキャリアを介したアクティブ通信中の任意の時間に）第２の
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通信リンク５２６を介した通信を構成するための１つまたは複数のパラメータを送信する
ことができる。
【００６１】
　[0068]たとえば、１つまたは複数のパラメータは、第２のアクセスポイント（たとえば
、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６）で使用され得るパケットサイズなど、リソースの最大数（たと
えば、ビット／バイトの最大数）を含むことができる。この例では、スケジューリングパ
ラメータ構成要素５３２は、（たとえば、１つまたは複数の時間期間において）第２の通
信リンク５２６を介して使用するためのリソースの最大量を指定するスケジューリングパ
ラメータを生成し、ＵＥ５１５に送信することができる。一例では、リソースの最大量は
、第１の通信リンク５２５のためにリソース許可構成要素５３０によってＵＥ５１５に与
えられるスケジューリング許可に基づき得る。たとえば、リソースの最大量は、第１の通
信リンクのためのスケジューリング許可の割合として計算され得、これは、ＵＥ５１５が
、通信リンク５２５および５２６を介したトラフィックをアグリゲートすることに複雑さ
を追加するような、あまりに多くのデータを第２の通信リンク５２６を介して送信しない
ことを保証することができる。いずれの場合も、スケジューリングパラメータ受信構成要
素５５０は、最大量リソースを受信することができ、通信スケジューリング構成要素５５
２は、リソースの最大量を超えないように、トラフィックアグリゲーションにおいて第２
の通信リンク５２６を介したＷＬＡＮ　ＡＰ５０６との通信を構成することにおいてリソ
ースの最大量を使用することができる。たとえば、最大量がパケットサイズに対応する場
合、通信スケジューリング構成要素５５２は、第２の通信リンク５２６を介した通信のパ
ケットサイズが、１つまたは複数のパラメータ中で指定された最大パケットサイズを超え
ないことを保証することができる。
【００６２】
　[0069]本明細書でさらに説明するように、１つまたは複数のパラメータは、指定または
構成された時間期間、時間間隔などの間、有効であり得、それの後または間、ＵＥ５１５
は、制限なしに、または構成されたデフォルトパラメータ値に基づいて通信をスケジュー
ルすることができることを諒解されたい。この点について、ブロック６１６において通信
を構成することは、ブロック６１８において、パラメータに関係する持続時間の間、パラ
メータに基づいて第２のアクセスポイントとの通信を構成することを含み得る。通信スケ
ジューリング構成要素５５２は、パラメータに関係する持続時間の間、パラメータに基づ
いて第２のアクセスポイント（たとえば、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６）との通信を構成するこ
とができる。持続時間は、ｅノードＢ５０５からの構成パラメータ中で指定された時間、
ＵＥ５１５のメモリに記憶された時間などに対応し得る。さらに、時間は、パラメータが
その間有効である、１つまたは複数のパラメータを受信した後の特定の持続時間、１つま
たは複数のパラメータに基づく間隔などに対応し得る。ブロック７１６において１つまた
は複数のパラメータを送信することは、この点について、ブロック７１８において、第２
のＲＡＴを使用して通信することにおいて１つまたは複数のパラメータを適用するための
持続時間に関係するパラメータを送信することをも含み得る。スケジューリングパラメー
タ構成要素５３２は、第２のＲＡＴを使用して通信することにおいて１つまたは複数のパ
ラメータを適用するための持続時間に関係するパラメータを送信することができる。この
例では、スケジューリングパラメータ受信構成要素５５０は、１つまたは複数のパラメー
タを適用するための持続時間に関係するパラメータをも受信することができ、通信スケジ
ューリング構成要素５５２は、持続時間に基づいて１つまたは複数のパラメータを適用す
ることができる。たとえば、１つまたは複数のパラメータのための持続時間が通信されな
い場合、通信スケジューリング構成要素５５２は、ｅノードＢ５０５との通信を確立する
ときにＵＥ５１５に対して構成され、ＵＥ５１５のメモリに記憶され得るなどの、デフォ
ルト持続時間の間、１つまたは複数のパラメータを適用することができ、および／あるい
は１つまたは複数のパラメータのための異なる値がｅノードＢ５０５または別のアクセス
ポイントから受信されるまで、１つまたは複数のパラメータを適用し得る。その上、この
点について、ｅノードＢ５０５は、ｅノードＢ５０５との通信を確立するときに、ＷＬＡ
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Ｎ　ＡＰ５０６を通したトラフィックアグリゲーションの実施時に、パラメータを用いて
ＵＥ５１５を構成し得、および／または１つまたは複数のパラメータを周期的に更新し得
ることを諒解されたい。
【００６３】
　[0070]別の例では、１つまたは複数のパラメータは、第２の通信リンク５２６を介して
ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６と通信するためのリソースの特定の量（たとえば、ビット／バイト
の数）に関係することがある。この例では、スケジューリングパラメータ構成要素５３２
は、ＵＥ５１５にリソースの特定の量をシグナリングすることができ、スケジューリング
パラメータ受信構成要素５５０は、リソースの特定の量を受信することができ、通信スケ
ジューリング構成要素５５２は、リソースの特定の量に基づいて、第２の通信リンク５２
６を介したＷＬＡＮ　ＡＰ５０６との通信を構成することができる。たとえば、通信スケ
ジューリング構成要素５５２は、リソースの特定の量を使用して、第２の通信リンク５２
６を介した通信をスケジュールすることにおいてその量を超えないように、送信を構成す
ることができる。さらに、送信すべきデータが、リソースの全体量を利用するのに十分で
ない一例では、通信スケジューリング構成要素５５２は、リソースの全量を利用するため
に、そのデータを含むように送信を構成し得、リソースの量の残りの部分を（たとえば、
０、ランダムデータなどを用いて）パディングし得る。さらに、この点について、リソー
ス許可構成要素５３０は、特定の許可に基づいて、第１の通信リンク５２５のためのリソ
ースを許可し得る（たとえば、第２の通信リンク５２６のために示された、リソースのよ
り大きい特定の量の場合、リソース許可構成要素５３０は、第１の通信リンク５２５を介
してＷＷＡＮリソースを温存するために、第１の通信リンク５２５のためのより小さい許
可をスケジュールし得る）。
【００６４】
　[0071]また別の例では、１つまたは複数のパラメータは、ＵＥ５１５による報告された
バッファステータスとリソース許可構成要素５３０からのスケジューリング許可との間の
差分に関係し得る。したがって、たとえば、方法６００は、ブロック６２０において、第
１のアクセスポイントにバッファステータス報告を送信することを含み得る。通信構成要
素５４０は、第１のアクセスポイント（たとえば、ｅノードＢ５０５）にバッファステー
タス報告を送信することができる。たとえば、バッファステータス報告は、ｅノードＢ５
０５が、バッファサイズに基づくＵＥ５１５のためのスケジューリング許可（たとえば、
ＵＥ５１５が次の送信において追加のデータを通信することを可能にするための、バッフ
ァがより大きいサイズのものであるときのより大きい許可）を決定することができるよう
に、ＵＥ５１５におけるパケットデータ通信のためのバッファのサイズを示すことができ
る。同様に、方法７００は、ブロック７２０において、ＵＥからバッファステータス報告
を受信することを含むことができる。通信構成要素５２０は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ５１
５）から、バッファステータス報告を受信することができる。この例では、リソース許可
構成要素５３０は、バッファ中のすべてのデータの送信を可能にするとは限らない、バッ
ファステータス報告に基づくリソースの許可を示し得、ＵＥ５１５にリソースを許可し得
る。この例では、スケジューリングパラメータ受信構成要素５５０は、報告されたバッフ
ァステータスとｅノードＢ５０５から受信された許可との間の差分に少なくとも部分的に
基づいて、第２の通信リンク５２６のためのリソースの量を決定することができる。した
がって、通信スケジューリング構成要素５５２は、第１の通信リンク５２５を介したバッ
ファステータス報告において報告されるように、バッファからのデータの通信を構成する
ことができ、差分に基づいて、第２の通信リンク５２６を介したバッファからの追加のデ
ータの通信を構成し得る。この例では、通信スケジューリング構成要素５５２は、通信構
成要素５４０によってｅノードＢ５０５に通信されるバッファステータス報告に基づいて
、バッファステータスを決定することができる。通信スケジューリング構成要素５５２は
、次いで、第２の通信リンク５２６上でバッファの残りをも構成することができる。この
点について、ＵＥ５１５は、最初に第１の通信リンク５２５上で、次いで第２の通信リン
ク５２６上で差分までを送信することができる。その上、通信構成要素５４０がｅノード
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Ｂ５０５にバッファステータス報告を送った後に（たとえば、および別のバッファステー
タス報告を送る前に）送るための追加のパケットが到着する場合、通信スケジューリング
構成要素５５２は、第２の通信リンク５２６を介した送信のために、これらのパケットを
さらに構成することができる。
【００６５】
　[0072]別の例では、１つまたは複数のパラメータは、第２の通信リンク５２６のための
ターゲットまたは最大スループット（たとえば、ビット／秒）に関係し得る。スループッ
トを計算するための関連するパラメータも、スケジューリングパラメータ構成要素５３２
によってＵＥ５１５にシグナリングされるか、または他の方法でＵＥ５１５によって知ら
れ得る。たとえば、１つまたは複数のパラメータは、上記で説明したように、持続時間の
間または別のスループットが受信されるまで適用可能なものとして、最大スループットを
指定し得る。いずれの場合もスケジューリングパラメータ構成要素５３２は、ＵＥ５１５
にターゲット最大スループットを送信することができ、スケジューリングパラメータ受信
構成要素５５０は、ターゲット最大スループットを受信することができ、通信スケジュー
リング構成要素５５２は、通信が最大スループットを超えないことを保証するように、第
２の通信リンク５２６を介した通信を構成することができる。
【００６６】
　[0073]この例では、通信スケジューリング構成要素５５２は、１つまたは複数のスルー
プット計算パラメータ（たとえば、フィルタ処理係数、計算されたスループットをどのく
らいの頻度で更新すべきかを指定するパラメータ、観測のスライディングウィンドウ中の
スループットを決定することに関係するパラメータなど）を使用して、達成されたスルー
プットを決定するために、第２の通信リンク５２６を介したＷＬＡＮ　ＡＰ５０６との通
信のスループットを測定することができる。通信スケジューリング構成要素５５２は、し
たがって、最大スループットに従うように、後続の送信において第２の通信リンク５２６
上でより多いまたはより少ないデータを構成することができる。たとえば、スループット
計算に関係するパラメータ（たとえば、フィルタ処理係数、それの後にスループットを更
新すべき間隔、スループットを計算することにおいて観測すべきスライディングウィンド
ウのサイズなど）はまた、スケジューリングパラメータ構成要素５３２からの１つまたは
複数のパラメータ中で受信され得る、（たとえば、ｅノードＢ５０５との通信を確立する
ときの構成に基づいて、ＵＥ５１５のメモリに記憶された、などの）ＵＥ５１５によって
構成されたデフォルトパラメータであり得る、などである。特定の例では、通信スケジュ
ーリング構成要素５５２は、１つまたは複数のフィルタ処理係数とデータ送信のための瞬
時レート（たとえば、送信持続時間で除算されたパケットサイズ）とに少なくとも部分的
に基づいてスループットを計算するために、有限インパルス応答（ＦＩＲ）フィルタまた
は無限インパルス応答（ＩＩＲ）フィルタを実装し得る。たとえば、ＩＩＲフィルタは、
以下を計算し得る。
【００６７】
【数１】

【００６８】
ＦＩＲフィルタは、以下を計算し得る。
【００６９】
【数２】

【００７０】
上式で、Ｔ（ｎ）およびＴ（ｎ＋１）は、時間期間ｎにおける（たとえば、サブフレーム
、送信時間間隔、またはワイヤレス通信技術の通信タイムラインに関係するかまたは関係
しない何らかの他の時間の測定値における）スループットであり、αおよびβは、説明し
たように、ＵＥ５１５において構成され、スケジューリングパラメータ構成要素５３２に
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よって指定され、スケジューリングパラメータ受信構成要素５５０によって受信され得る
など、通信スケジューリング構成要素５５２および／またはスケジューリングパラメータ
構成要素５３２によって知られるフィルタ処理係数であり（ここで、β（ｋ）は、各ｋに
ついて異なり得る）、ｘ（ｎ）は、時間期間ｎにおけるデータ送信のための瞬時レート（
たとえば、送信時間単位で除算された、時間期間ｎにおいて送信されるパケットサイズ）
であり、Ｍは、スループットを計算することにおいて使用される時間期間ｎの履歴数であ
る。
【００７１】
　[0074]また別の例では、１つまたは複数のパラメータは、第１の通信リンク５２５のた
めのリソース許可と、第２の通信リンク５２６のためのリソース許可との間の比に関係す
ることがある。したがって、一例では、スケジューリングパラメータ構成要素５３２は、
比を送信することができ、スケジューリングパラメータ受信構成要素５５０は、比を受信
することができ、通信スケジューリング構成要素５５２は、リソース許可構成要素５３０
からの受信されたリソース許可と受信された比と（たとえば、受信されたリソース許可の
サイズに比を乗算すること）に基づいて、スケジュールすべきデータの量を計算すること
によって、第２の通信リンク５２６を介した通信を構成することができる。したがって、
動的に与えられ得る、第１の通信リンク５２５のためのリソース許可が変化するとき、第
２の通信リンク５２６上でスケジュールすべきデータも、比に基づいて変化し得ることを
諒解されたい。一例では、スケジューリングパラメータ構成要素５３２は、第１の通信リ
ンク５２５を介した１つまたは複数のチャネルのチャネル品質に基づいて、比を決定する
ことができる。
【００７２】
　[0075]さらに、たとえば、１つまたは複数のパラメータは、第１の通信リンク５２５の
ためのスループットレートと、第２の通信リンク５２６のためのスループットレートとの
間の比に関係することがある。したがって、一例では、スケジューリングパラメータ構成
要素５３２は、比を送信することができ、スケジューリングパラメータ受信構成要素５５
０は、比を受信することができ、通信スケジューリング構成要素５５２は、第１の通信リ
ンク５２５のスループットと受信された比と（たとえば、スループットに比を乗算するこ
と）に基づいて、構成すべきデータの量を計算することによって、第２の通信リンク５２
６を介した通信を構成することができる。一例では、通信スケジューリング構成要素５５
２は、第１の通信リンク５２５のためのｅノードＢ５０５によって与えられるサービング
許可に基づいて（たとえば、サービング許可によって与えられるリソースの量、サービン
グ許可を介して通信することにおいて使用される変調およびコーディング方式などに基づ
いて）、第１の通信リンク５２５を介して達成可能なスループットを決定することができ
る。一例では、スループットをそれにわたって観測すべき時間期間が、同様にｅノードＢ
５０５によって構成され得る。一例では、通信スケジューリング構成要素５５２は、説明
したように、１つまたは複数のスループット計算パラメータ（たとえば、計算されたスル
ープットをどのくらいの頻度で更新すべきかを指定するパラメータ、観測のスライディン
グウィンドウ中のスループットを決定することに関係するパラメータなど）を使用して、
達成されたスループットを決定するために、第２の通信リンク５２６を介したＷＬＡＮ　
ＡＰ５０６との通信のスループットを測定することができる。通信スケジューリング構成
要素５５２は、したがって、第１の通信リンク５２５を介したスループットとの比に基づ
いて決定されたターゲットスループットに従うように、後続の送信において第２の通信リ
ンク５２６上でより多いまたはより少ないデータを構成することができる。たとえば、ス
ループット計算に関係するパラメータ（たとえば、それの後にスループットを更新すべき
間隔、スループットを計算することにおいて観測すべきスライディングウィンドウのサイ
ズなど）はまた、スケジューリングパラメータ構成要素５３２からの１つまたは複数のパ
ラメータ中で受信され得る、（たとえば、ｅノードＢ５０５との通信を確立するときの構
成に基づいて、ＵＥ５１５のメモリに記憶された、などの）ＵＥ５１５によって構成され
たデフォルトパラメータであり得る、などである。
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【００７３】
　[0076]別の例では、１つまたは複数のパラメータは、第２の通信リンク５２６を介して
送信されるべきバッファデータの比に関係することがある。この例では、通信構成要素５
４０は、説明したように、ｅノードＢ５０５にバッファステータス報告を通信することが
でき、リソース許可構成要素５３０は、バッファステータス報告と比とに基づいて、第１
の通信リンク５２５のためのリソース許可を決定することができる。比は、この例では、
バッファステータス報告に基づいてリソース許可をスケジュールするより前に、シグナリ
ングされ、および／または決定されることがある。いずれの場合も、通信構成要素５４０
は、ｅノードＢ５０５からリソース許可を受信し、通信スケジューリング構成要素５５２
は、リソース許可に基づいて第１の通信リンク５２５を介して、ならびに比および／また
はバッファ中に残っているデータの量に基づいて第２の通信リンク５２６を介して、バッ
ファからの通信を構成することができる。したがって、たとえば、リソース許可構成要素
５３０は、第２の通信リンク５２６を介した通信をスケジュールするためのより大きい比
を示すことによって、第１の通信リンク５２５のためのより小さい許可をスケジュールす
ることができる。一例において説明するように、比は、第１の通信リンク５２５の品質に
基づいて決定され得る。
【００７４】
　[0077]さらなる一例では、１つまたは複数のパラメータは、第２の通信リンク５２６を
介してある量のデータを送信するための承認についての要求に対する応答に関係すること
がある。したがって、たとえば、方法６００は、ブロック６２２において、第１のアクセ
スポイントに、第２のアクセスポイントと通信するためのリソースについての要求を送信
することを場合によっては含み得る。スケジューリングパラメータ要求構成要素５５４は
、第１のアクセスポイント（たとえば、ｅノードＢ５０５）に、第２のアクセスポイント
（たとえば、第２の通信リンク５２６を介したＷＬＡＮ　ＡＰ５０６）と通信するための
リソースについての要求を送信することができる。同様に、方法７００は、ブロック７２
２において、ＵＥから、第２のアクセスポイントと通信するためのリソースについての要
求を受信することを場合によっては含み得る。スケジューリングパラメータ要求受信構成
要素５３６は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ５１５）から、第２のアクセスポイント（たとえば
、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６）と通信するためのリソースについての要求を受信することがで
きる。たとえば、スケジューリングパラメータ要求構成要素５５４は、（たとえば、第２
の通信リンク５２６および／または第１の通信リンク５２５を介して）所望のスループッ
トを達成するためのリソースを計算すること、報告されたバッファステータス、第１の通
信リンク５２５のために受信された前の許可、（たとえば、変調およびコーディング方式
に基づいて）第１の通信リンク５２５を介して達成されたかまたは達成可能なスループッ
トなどに少なくとも部分的に基づいて、リソースについての要求を生成し得る。いずれの
場合も、この例では、スケジューリングパラメータ要求受信構成要素５２４は、要求を取
得することができ、要求が許可されたのか拒否されたのか、データを送信するために利用
され得るリソースの代替量などを示すことができる。スケジューリングパラメータ要求構
成要素５５４は、応答を受信することができ、したがって、応答に基づいて第２の通信リ
ンク５２６を介してデータを送信することができる。
【００７５】
　[0078]パラメータが第１の通信リンク５２５のためのリソース許可に基づく、上記の例
では、スケジューリングパラメータ構成要素５３２は、リソース許可よりも低い頻度で、
第２の通信リンク５２６を介して通信するための１つまたは複数のパラメータを送り得る
。いずれの場合も、スケジューリングパラメータ構成要素５３２は、１つまたは複数のパ
ラメータを周期的に更新し、送信することができ、スケジューリングパラメータ受信構成
要素５５０は、（１つまたは複数の）更新されたパラメータを受信することができ、通信
スケジューリング構成要素５５２は、第２の通信リンク５２６を介した通信が（１つまた
は複数の）パラメータに準拠することを保証することができる。
【００７６】
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　[0079]その上、たとえば、スケジューリングパラメータ構成要素５３２は、ＵＥ５１５
から受信されたフィードバックに基づいて、上記で説明した１つまたは複数のパラメータ
を生成し得、ここで、フィードバックは、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６とのチャネル状態（たと
えば、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ））、ＭＣＳ、チャネルレート、チャネル干
渉、または（たとえば、第２の通信リンク５２６に関する）ＵＥ５１５からの他の報告に
関係することがある。したがって、たとえば、スケジューリングパラメータ構成要素５３
２は、第１の通信リンク５２５を介したチャネル状態がしきい値を達成する場合、第２の
通信リンク５２６のためのより高いリソース使用を示すための１つまたは複数のパラメー
タを生成し得る。スケジューリングパラメータ構成要素５３２は、追加または代替として
、ｅノードＢ５０５がバックホールリンク５３４を介してＷＬＡＮ　ＡＰ５０６から受信
し得る、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６から受信された同様のフィードバック情報（たとえば、Ｕ
Ｅ５１５と通信することのフィードバック）に基づいて１つまたは複数のパラメータを生
成し得ることを諒解されたい。さらに、たとえば、スケジューリングパラメータ構成要素
５３２は、ｅノードＢ５０５に通信され得るＷＬＡＮ　ＡＰ５０６の制限（たとえば、Ｗ
ＬＡＮ　ＡＰ５０６の、利用可能なバンド幅、ユーザまたは現在の接続の数、平均スルー
プットなど）に基づく比または他の許可を生成し得る。
【００７７】
　[0080]さらに、スケジューリングパラメータ構成要素５３２は、通信リンク５２５およ
び５２６を介してコンポーネントキャリアごとに、論理チャネルごとに、論理チャネルグ
ループごとになど、またはすべてのチャネルのために、１つまたは複数のパラメータを生
成し、送信し得る。たとえば、（たとえば、ボイスオーバーＬＴＥのための）保証ビット
レートを有する論理チャネルに関して、スケジューリングパラメータ構成要素５３２は、
第２の通信リンク５２６を介した利用のためにリソースの最大量を割り当て得るが、スケ
ジューリングパラメータ構成要素５３２は、他のチャネルのために、（たとえば、第１の
通信リンク５２５のためのリソース許可の比に基づく）リソースのより動的な割振りを使
用し得る。また、スケジューリングパラメータ構成要素５３２は、ＲＲＣまたは同様の通
信レイヤを介したパラメータに関係する（たとえば、所与のコンポーネントキャリア、チ
ャネル、チャネルグループなどのための）１つまたは複数のパラメータをＵＥ５１５にシ
グナリングすることができることを諒解されたい。スケジューリングパラメータ構成要素
５３２は、ＵＥ５１５にパラメータをシグナリングすることによって、すべてのコンポー
ネントキャリア、チャネル、チャネルグループなどのために、またはいくつかのコンポー
ネントキャリア、チャネルグループなどのためにパラメータを変更することができること
を諒解されたい。
【００７８】
　[0081]いずれの場合も、１つまたは複数のパラメータは、１つまたは複数のパラメータ
を使用して通信を構成するために、上記で説明したように、開始時間、停止時間、持続時
間、間隔などを指定する１つまたは複数の有効化パラメータをも含み得る。たとえば、ス
ケジューリングパラメータ構成要素５３２は、ＵＥ５１５に１つまたは複数の有効化パラ
メータを通信することができ、スケジューリングパラメータ受信構成要素５５０は、１つ
または複数の有効化パラメータを受信することができ、通信スケジューリング構成要素５
５２は、指定された開始時間において開始する、指定された終了時間において終了する、
パラメータを受信した後の指定された持続時間の間の、パラメータによって指定された間
隔に従うなど、ＷＬＡＮ　ＡＰ５０６との通信を構成することができる。たとえば、終了
時間または持続時間の終了の後に、通信スケジューリング構成要素５５２は、ＵＥ５１５
において構成された１つまたは複数のデフォルトパラメータ、ｅノードＢ５０５または別
のアクセスポイントからの１つまたは複数の次の受信されたパラメータなどを使用して、
ＷＬＡＮ　ＡＰ４０６との通信を構成することができる。
【００７９】
　[0082]図８は、本開示の一態様に従って構成された処理システム８１４を採用する装置
８００のための例示的なハードウェア実装形態を概念的に示すブロック図である。処理シ
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ステム８１４は、通信構成要素８４０を含む。一例では、装置８００は、様々な図におい
て説明するＵＥおよび／またはｅノードＢのうちの１つと同じまたは同様であり得るか、
あるいはそれに含まれ得る。そのような例では、通信構成要素８４０は、たとえば、通信
構成要素５２０、通信構成要素５４０などに対応し得、したがって、それらの様々な構成
要素の説明した機能、図６および図７中の方法６００および７００において説明した機能
などを実行するように構成され得る。この例では、処理システム８１４は、バス８０２に
よって概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス８０２は、処理
システム８１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バ
スおよびブリッジを含み得る。バス８０２は、プロセッサ８０４によって概略的に表され
る１つまたは複数のプロセッサ（たとえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコン
トローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ
））、およびコンピュータ可読媒体８０６によって概略的に表されるコンピュータ可読媒
体を含む様々な回路を互いにリンクする。バス８０２はまた、タイミングソース、周辺機
器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの
回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明しない。バスイ
ンターフェース８０８は、バス８０２と、信号を受信または送信するための１つまたは複
数のアンテナ８２０に接続されたトランシーバ８１０との間のインターフェースを与える
。トランシーバ８１０および１つまたは複数のアンテナ８２０は、伝送媒体を介して（た
とえば、オーバージエアで）様々な他の装置と通信するための機構を与える。装置の性質
に応じて、ユーザインターフェース（ＵＩ）８１２（たとえば、キーパッド、ディスプレ
イ、スピーカー、マイクロフォン、ジョイスティック）も与えられ得る。
【００８０】
　[0083]プロセッサ８０４は、バス８０２を管理することと、コンピュータ可読媒体８０
６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理とを担当する。ソフトウェアは、
プロセッサ８０４によって実行されたとき、処理システム８１４に、特定の装置のための
本明細書で説明する様々な機能を実施させる。コンピュータ可読媒体８０６はまた、ソフ
トウェアを実行するときにプロセッサ８０４によって操作されるデータを記憶するために
使用され得る。上記で説明した通信構成要素８４０は、プロセッサ８０４によって、また
はコンピュータ可読媒体８０６によって、またはプロセッサ８０４とコンピュータ可読媒
体８０６の任意の組合せによって全体的にまたは部分的に実装され得る。
【００８１】
　[0084]情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得るこ
とを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ
、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁
波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって
表され得る。
【００８２】
　[0085]さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュ
ール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウ
ェア、またはその両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハー
ドウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブ
ロック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関
して説明した。そのような機能がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして
実装されるかは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。
当業者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実
装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。
【００８３】
　[0086]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、お
よび回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ
または他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハー
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ドウェア構成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれら
の任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサ
であり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マ
イクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティン
グデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイク
ロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意
の他のそのような構成として実装され得る。
【００８４】
　[0087]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハ
ードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実
施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡ
Ｍメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商
標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または
当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に存在し得る。例示的な記憶媒体
は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができる
ように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る
。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に存在し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に存在
し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素として
存在し得る。
【００８５】
　[0088]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装され
る場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記
憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒
体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体
を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または専用コ
ンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例
として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ
ＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレー
ジデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送
または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用もしくは
専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。また
、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、
同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、
または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト
、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバー
ケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤ
レス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディス
ク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（
disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー
（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含
み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は
、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内
に含まれるべきである。
【００８６】
　[0089]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用する
ことができるように与えたものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らか
になり、本明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することな
く他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設
計に限定されるものではなく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致する最も
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広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　トラフィックアグリゲーションを使用するワイヤレスネットワークにおける通信をスケ
ジュールするための方法であって、
　第１のワイヤレスネットワークにアクセスするために、第１のＲＡＴを使用して第１の
アクセスポイントと通信することと、
　第２のワイヤレスネットワークにアクセスするために、第２のＲＡＴを使用して第２の
アクセスポイントと通信することと、
　前記第１のアクセスポイントから、前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュー
ルするための１つまたは複数のパラメータを受信することと、
　前記１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のアクセス
ポイントとの通信を構成することと
を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第２のアクセスポイントと通信するための最
大パケットサイズを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第２のアクセスポイントと通信するためのパ
ケットサイズを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第１のアクセスポイントにバッファステータス報告を送信することをさらに備え、
ここにおいて、前記１つまたは複数のパラメータは、前記バッファステータス報告と、前
記第１のアクセスポイントと通信するために受信されたリソース許可との間の差分が、前
記第２のアクセスポイントとの通信を構成することにおいて使用されることを示す、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記１つまたは複数のパラメータが、持続時間の間、前記第２のアクセスポイントと通
信するためのターゲットまたは最大スループットを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記ターゲットまたは最大スループットを達成す
るためのリソースを計算するための１つまたは複数の追加のパラメータを含み、ここにお
いて、前記第２のアクセスポイントとの通信を構成することが、前記リソースに少なくと
も部分的に基づく、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第１のアクセスポイントと通信するために受
信されたリソース許可のリソースと、前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュー
ルするためのリソースとの間の比を含み、ここにおいて、前記第２のアクセスポイントと
の通信を構成することが、前記リソース許可のリソースに前記比を適用することに少なく
とも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第１のアクセスポイントと通信することにお
ける決定されたスループットレートと、前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュ
ールするためのスループットレートとの間の比を含み、ここにおいて、前記第２のアクセ
スポイントとの通信を構成することが、前記第１のアクセスポイントと通信することにお
ける前記スループットレートに前記比を適用することに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第２のアクセスポイントと通信するためのバ
ッファデータの比を含み、ここにおいて、前記第２のアクセスポイントとの通信を構成す
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ることが、前記第１のワイヤレスネットワークにおいて通信するためのバッファ中のデー
タの量に前記比を適用することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第１のアクセスポイントに、リソースの量を使用して前記第２のアクセスポイント
と通信するための要求を送信することをさらに備え、ここにおいて、前記１つまたは複数
のパラメータが、前記要求に対する応答を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記１つまたは複数のパラメータが、１つまたは複数のコンポーネントキャリア、１つ
または複数の論理チャネル、または１つまたは複数の論理チャネルグループを介して前記
第２のアクセスポイントと通信することに対応する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第１のＲＡＴが、ワイヤレスワイドエリアネットワーク技術であり、前記第２のＲ
ＡＴが、ワイヤレスローカルエリアネットワーク技術である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記第２のアクセスポイントと通信することに関するフィードバック情報を前記第１の
アクセスポイントに送信することをさらに備え、ここにおいて、前記１つまたは複数のパ
ラメータが、前記フィードバック情報に少なくとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記フィードバック情報が、前記第２のアクセスポイントとのチャネル状態、変調およ
びコーディング方式、データレート、またはチャネル干渉の測度のうちの少なくとも１つ
を含む、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記１つまたは複数のパラメータを受信することが、前記第２のアクセスポイントとの
通信を構成することにおいて前記１つまたは複数のパラメータを使用するための、開始時
間、停止時間、持続時間、または間隔のうちの少なくとも１つを指定する１つまたは複数
の有効化パラメータを受信することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記第２のアクセスポイントと通信することが、トラフィックアグリゲーションを実施
するために、前記第２のワイヤレスネットワークを介して前記第１のワイヤレスネットワ
ークにアクセスすることを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　トラフィックアグリゲーションを使用するワイヤレスネットワークにおける通信をスケ
ジュールするための装置であって、
　第１のワイヤレスネットワークにアクセスするために、第１の接続を介して第１のＲＡ
Ｔを使用して第１のアクセスポイントと通信することと、第２の接続を介して第２のＲＡ
Ｔを使用して第２のアクセスポイントと通信することとを行うように構成された通信構成
要素と、ここにおいて、前記第２の接続が前記第１の接続とのトラフィックアグリゲーシ
ョンを実施するように、前記第１のアクセスポイントによって構成され、
　前記第１のアクセスポイントから、前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュー
ルするための１つまたは複数のパラメータを受信するように構成されたスケジューリング
パラメータ受信構成要素と、
　前記１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のアクセス
ポイントとの通信をスケジュールするように構成された通信スケジューリング構成要素と
を備える、装置。
［Ｃ１８］
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第２のアクセスポイントと通信するための最
大パケットサイズまたはパケットサイズを含む、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記通信構成要素が、前記第１のアクセスポイントにバッファステータス報告を送信す
るようにさらに構成され、ここにおいて、前記１つまたは複数パラメータは、前記バッフ
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ァステータス報告と、前記第１のアクセスポイントと通信するために受信されたリソース
許可との間の差分が、前記第２のアクセスポイントとの通信を構成することにおいて使用
されることを示す、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記１つまたは複数のパラメータが、持続時間の間、前記第２のアクセスポイントと通
信するためのターゲットまたは最大スループットを含む、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第１のアクセスポイントと通信するために受
信されたリソース許可のリソースと、前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュー
ルするためのリソースとの間の比を含み、ここにおいて、前記通信スケジューリング構成
要素が、前記リソース許可のリソースに前記比を適用することに少なくとも部分的に基づ
いて、前記第２のアクセスポイントとの通信を構成するように構成された、Ｃ１７に記載
の装置。
［Ｃ２２］
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第１のアクセスポイントと通信することにお
ける決定されたスループットレートと、前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュ
ールするためのスループットレートとの間の比を含み、ここにおいて、前記通信スケジュ
ーリング構成要素が、前記第１のアクセスポイントと通信することにおける前記スループ
ットレートに前記比を適用することに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のアクセス
ポイントとの通信を構成するように構成された、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第２のアクセスポイントと通信するためのバ
ッファデータの比を含み、ここにおいて、前記通信スケジューリング構成要素が、前記第
１のワイヤレスネットワークにおいて通信するためのバッファ中のデータの量に前記比を
適用するように構成された、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記第１のアクセスポイントに、リソースの量を使用して前記第２のアクセスポイント
と通信するための要求を送信するように構成されたスケジューリングパラメータ要求構成
要素をさらに備え、ここにおいて、前記１つまたは複数のパラメータが、前記要求に対す
る応答を含む、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記１つまたは複数のパラメータが、１つまたは複数のコンポーネントキャリア、１つ
または複数の論理チャネル、または１つまたは複数の論理チャネルグループを介して前記
第２のアクセスポイントと通信することに対応する、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記通信構成要素が、前記第２のアクセスポイントと通信することに関するフィードバ
ック情報を前記第１のアクセスポイントに送信するようにさらに構成され、ここにおいて
、前記１つまたは複数のパラメータが、前記フィードバック情報に少なくとも部分的に基
づく、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記通信構成要素が、前記第２のアクセスポイントとの通信を構成することにおいて前
記１つまたは複数のパラメータを使用するための、開始時間、停止時間、持続時間、また
は間隔のうちの少なくとも１つを指定する１つまたは複数の有効化パラメータを受信する
ように構成された、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２８］
　トラフィックアグリゲーションを使用するワイヤレスネットワークにおける通信をスケ
ジュールするための装置であって、
　第１のワイヤレスネットワークにアクセスするために、第１の接続を介して第１のＲＡ
Ｔを使用して第１のアクセスポイントと通信することと、第２の接続を介して第２のＲＡ
Ｔを使用して第２のアクセスポイントと通信することとを行うための手段と、ここにおい
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て、前記第２の接続が、前記第１の接続とのトラフィックアグリゲーションを実施するよ
うに前記第１のアクセスポイントによって構成され、
　前記第１のアクセスポイントから、前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュー
ルするための１つまたは複数のパラメータを受信するための手段と、
　前記１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のアクセス
ポイントとの通信をスケジュールするための手段と
を備える、装置。
［Ｃ２９］
　前記１つまたは複数のパラメータが、前記第２のアクセスポイントと通信するための最
大パケットサイズまたはパケットサイズを含む、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］
　トラフィックアグリゲーションを使用するワイヤレスネットワークにおける通信をスケ
ジュールするためのコンピュータ実行可能コードを備える非一時的コンピュータ可読記憶
媒体であって、前記コードは、
　少なくとも１つのコンピュータに、第１のワイヤレスネットワークにアクセスするため
に、第１の接続を介して第１のＲＡＴを使用して第１のアクセスポイントと通信すること
と、第２の接続を介して第２のＲＡＴを使用して第２のアクセスポイントと通信すること
とを行わせるためのコードと、ここにおいて、前記第２の接続が、前記第１の接続とのト
ラフィックアグリゲーションを実施するように前記第１のアクセスポイントによって構成
され、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記第１のアクセスポイントから、前記第２の
アクセスポイントとの通信をスケジュールするための１つまたは複数のパラメータを受信
させるためのコードと、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記１つまたは複数のパラメータに少なくとも
部分的に基づいて、前記第２のアクセスポイントとの通信をスケジュールさせるためのコ
ードと
を備える、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
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